
黒川温泉感謝祭（１０月５日）

　黒川温泉で年に一度の黒川温泉感謝祭が開催されました。感謝祭では
バザーやキッチンカーでの販売や、数多くのステージイベントがあり、
会場は夜遅くまで盛り上がりを見せていました。
　今月号の表紙となった写真は、最初のイベントであるこども神輿の写
真です。子どもたちが神輿を担いで笑顔で会場を回る姿に会場の大人た
ちからは拍手が贈られました。
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10
月
16
日（
水
）に
市
原

小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で 

き
よ
ら
祭
り
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
祭
り
当
日
は
平
日
に
も

関
わ
ら
ず
多
く
の
お
客
さ

ん
が
集
ま
り
、
た
く
さ
ん

の
バ
ザ
ー
や
ス
テ
ー
ジ
イ

ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、
会
場

は
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
ま

し
た
。

　

ま
た
、
吹
奏
楽
コ
ン

ク
ー
ル
で
金
賞
を
受
賞
し

た
南
小
国
中
学
校
吹
奏
楽

部
の
演
奏
も
披
露
さ
れ
、

演
奏
が
終
了
し
た
あ
と
に

は
ア
ン
コ
ー
ル
の
声
が
会

場
に
響
き
ま
し
た
。

　
今
年
も
昨
年
と
同
様
に

高
森
町
か
ら
０
９
６
ｋ
熊

本
歌
劇
団
の
方
々
に
来
て

い
た
だ
き
、
９
人
の
メ
ン

バ
ー
が
剣
舞
や
オ
リ
ジ
ナ

ル
ソ
ン
グ
な
ど
を
披
露
し

ま
し
た
。

　
抽
選
会
で
は
、
名
前
が

呼
ば
れ
る
た
び
に
一
喜
一

憂
す
る
子
ど
も
た
ち
の
姿

が
見
ら
れ
ま
し
た
。

①南小国中学校吹奏楽部の演奏　②ミニ SL に乗る子どもたち　③抽選会で景品を笑顔で受け取る子ども
④こどもやまなみ太鼓　⑤こども中原楽　⑥こども獅子舞　⑦吉原神楽　⑧ 096 ｋ熊本歌劇団の公演

①① ②②

③③

⑥⑥⑤⑤

⑦⑦ ⑧⑧

④④

きよら祭りきよら祭り
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10
月
５
日（
土
）に
ふ
れ

あ
い
広
場
で
黒
川
温
泉
感

謝
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
祭
り
当
日
は
町
内
外
の

多
く
の
お
客
さ
ん
が
集
ま

り
、
チ
ュ
ロ
ス
や
焼
き
鳥

な
ど
の
バ
ザ
ー
や
数
多
く

の
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
が

行
わ
れ
、
会
場
は
夜
遅
く

ま
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

大
人
イ
ベ
ン
ト
の
フ

リ
ー
ス
ロ
ー
で
は
、
旅
館

の
宿
泊
券
や
ｓ
ｗ
ｉ
ｔ
ｃ

ｈ
な
ど
の
豪
華
景
品
が
用

意
さ
れ
、
白
熱
し
た
戦
い

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

く
ろ
か
わ
バ
ン
ド
で
髙

橋
町
長
が
ス
テ
ー
ジ
に
登

場
す
る
と
会
場
に
は
大
き

な
歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

　

福
引
大
抽
選
会
で
は
、

今
年
か
ら
会
場
の
入
り
口

で
抽
選
券
を
一
人
一
枚
無

料
配
布
す
る
形
に
変
更
さ

れ
、
景
品
に
は
20
本
の
宿

泊
券
も
用
意
さ
れ
、
当
選

し
た
お
客
さ
ん
が
笑
顔
で

景
品
を
受
け
取
る
姿
が
見

ら
れ
ま
し
た
。

①南小国中学校吹奏楽部の演奏　②子どもベント手形ツムツムで手形を積み上げる子どもたち　
③大人イベントのフリースローで豪華景品ゲットを狙うお客さんたち　④火劇屋テリーのファイヤーショー
⑤くろかわバンドの演奏　⑥黒川温泉の女将さんたちの歌　⑦やまなみ太鼓保存会による迫力のある太鼓

①① ②②

④④

⑥⑥

⑤⑤

⑦⑦

③③

黒川温泉感謝祭黒川温泉感謝祭
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おむつ贈呈式

　10 月 23 日（水）に、フレイン小国店
から町内の３保育園に対して XL サイズ
のおむつ（約 70 袋）が寄贈され、市原
保育園が代表として受け取りました。
　おむつは町内３保育園に通園している
１歳未満の子どもたちに１人１袋ずつ配
布されるとのことでした。　
　今回、おむつの寄贈を企画してくだ
さったフレイン小国店長の森口さんは、

「地域の子どもたちに、健やかに成長し
てほしいという思いを込めて寄贈しまし
た。」とお話ししてくださいました。

「私たちの暮らしとゴミ」について

　10 月 24 日（木）に南小国中学校体育
館で、町の政策顧問を務める枝廣淳子さ
んによる【「私たちの暮らしとゴミ」に
ついて】の講話が行われました。今回の
講話は、南小国中学校の全校生徒と町内
３小学校の５，６年生を対象に行われ、
枝廣さんのお話を聞いた児童・生徒たち
は、「これからはリサイクルに積極的に
取り組んでいきたい」「ゴミを減らせる
ように心がけたい」と感想を話していま
した。

寄贈していただいたおむつの前で集合写真を撮る市原保育園の子どもたち寄贈していただいたおむつの前で集合写真を撮る市原保育園の子どもたち
とフレイン店長 森口康治さんとフレイン店長 森口康治さん

児童・生徒たちの質問にこたえる枝廣淳子さん児童・生徒たちの質問にこたえる枝廣淳子さん

表紙に右のQRコードが掲載されてい
ます。このQRコードを読み取ること
で南小国町ホームページ内の広報誌を
オールカラーでご覧いただけます。
また、南小国町公式 LINE アカウント
のメニューからも広報誌をご覧いただ
けます。ご登録よろしくお願いします。

南小国町 LINE
公式アカウント
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ダイヤモンド婚夫婦表彰

100 歳のご長寿を祝福
令和６年度 100 歳長寿表彰

　10 月３日にダイヤモンド婚（結婚 60 年）を迎えられたご夫婦に髙橋町長がそれぞれのご自宅で表彰
状と記念品を贈りました。当日は、苦楽を共に乗り越えながら夫婦円満に過ごして来られたお話などをお
伺いすることが出来ました。
　これからも、仲睦まじくお元気でお過ごしください。
　皆様、暖かくお出迎えくださりありがとうございました。

令和６年度　ダイヤモンド婚表彰者名簿（８組）　　昭和 39 年結婚夫婦（敬称略・年齢は 10 月３日現在）

加賀　公雄（84）、シマ子（81）　　竹の熊 佐藤　幸成（89）、昭（86）　　　　本町２

金山　啓蔵（83）、多恵子（78）　　上町１ 橋本　繁治（84）、トミ子（82）　　中村

清髙　寛之（89）、ヒトミ（82）　　上町２ 鞭馬　親善（86）、ミワ子（83）　　湯田上

栗原　吉助（85）、洋子（82）　　　上町３ 宇都宮　徹（85）、リツ子（82）　　立岩

　本年度、めでたく満 100 歳の誕生日を迎える町内の長寿者４名に、内閣総理大臣から祝状と記念品、
町からは表彰状などが贈られました。
　今回、日本全国で 100 歳表彰の対象者は 47,888 人（前年度比＋ 781 人）です。
　多年にわたり社会の発展に寄与してこられたことに感謝いたします。いつまでもお元気でお過ごしくだ
さい。

田中ミチ子さん（鬼渕）田中ミチ子さん（鬼渕）藤里アサヨさん（矢ヶ部）藤里アサヨさん（矢ヶ部） 河津アイ子さん（陣内）河津アイ子さん（陣内） 鞭馬ユキノさん（湯田上）鞭馬ユキノさん（湯田上）
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令
和
５
年
度
の
決
算

　

決
算
と
は
「
ま
ち
の
家
計
簿
」

の
よ
う
な
も
の
で
す
。
１
年
間
（
４

月
１
日
か
ら
翌
年
の
３
月
31
日
ま

で
）
に
ど
れ
だ
け
の
お
金
が
町
に

入
り
、
「
ま
ち
づ
く
り
」
の
た
め

に
ど
れ
だ
け
使
わ
れ
た
の
か
、
収

入
と
支
出
を
会
計
ご
と
に
計
算
し

て
ま
と
め
て
い
ま
す
。

　

令
和
５
年
度
の
町
の
会
計
に
は

「
一
般
会
計
」
と
「
特
別
会
計
」

の
２
つ
が
あ
り
ま
す
。
「
一
般
会

計
」
は
、
福
祉
・
医
療
・
農
業
・

防
災
・
教
育
な
ど
の
た
め
に
使
わ

れ
る
お
金
で
、
ま
ち
づ
く
り
の
基

本
と
な
る
会
計
で
す
。
「
特
別
会

計
」
は
、
特
定
の
事
業
を
行
う
た

め
に
使
わ
れ
る
お
金
で
、
一
般
会

計
と
は
別
の
収
支
に
な
り
ま
す
。

南
小
国
町
に
は
国
民
健
康
保
険
・

水
道
事
業
な
ど
７
つ
の
特
別
会
計

が
あ
り
ま
す
。

　

令
和
５
年
度
一
般
会
計
の
決
算

額
は
、
歳
入
64
億
８
，
２
８
７
万

円
、
歳
出
60
億
２
，
５
７
９
万
円

と
な
り
ま
し
た
。

　

「
歳
入
」
は
町
に
入
っ
て
き
た

お
金
の
こ
と
で
、
家
庭
の
家
計

簿
に
例
え
る
と
収
入
に
当
た
り

ま
す
。
前
年
度
と
比
べ
る
と
４
，

８
０
０
万
円
の
減
額
（
０
・
７
％

の
減
）
と
な
り
ま
し
た
。

南小国町の家計簿は　どうなっているの？
町では、皆さんから納めてもらった税金や国・県からの補助金などが「まちづくり」にどのように使われ
ているのかを知ってもらうために、年度ごとの予算や決算をお知らせしています。今回は、令和５年度の
決算と、令和６年度上半期（令和６年４月１日～令和６年９月 30 日）の予算の執行状況を見てみましょう。

金額
（万円）

構成比
（％）

（依存財源その他の内訳）

地方消費税交付金 9,769 1.5

地方譲与税 8,039 1.2

環境性能割交付金 644 0.1

株式等譲渡所得割交付金 115 0.0

配当割交付金 112 0.0

法人事業税交付金 859 0.1

地方特例交付金 77 0.0

交通安全対策特別交付金 48 0.0

利子割交付金 7 0.0

（自主財源その他の内訳）

分担金及び負担金 14,650 2.3

使用料及び手数料 6,803 1.1

諸収入 4,442 0.7

繰入金 12,286 1.9

財産収入 2,300 0.4

町民の皆さんに使われたお金
一人当たり 1,567,583 円

町民の皆さんが納めた町税
一人当たり 118,262 円

決算年度末　住基人口　3,844 人

一般会計歳入　　　64 億 8,287 万円

その他
4億0,481万円

（6.2％）

その他
4億0,481万円

（6.2％）

寄付金
11億8,108万円

（18.2％）

寄付金
11億8,108万円

（18.2％）

町税
4億5,460万円

（7.0％）

町税
4億5,460万円

（7.0％）
繰越金

6億4,098万円
（9.9％）

その他
1億9,669万円

（3.0％）

その他
1億9,669万円

（3.0％） 町債 4億0,263万円 （6.2％）

国庫支出金
5億8,012万円

（9.0％）

国庫支出金
5億8,012万円

（9.0％）

地方交付税
22億0,694万円

（34.1％）
自主財源

（41.3％） 依存財源
（58.7％）

県支出金
4億1,502万円

（6.4％）

県支出金
4億1,502万円

（6.4％）

県支出金
4億1,502万円

（6.4％）

（億円）
歳入・歳出の推移

51

63
66

65

65

45

56
59 59 60

35

40

45

50

55

60

65

70

R元年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度

歳入 歳出
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南小国町の家計簿は　どうなっているの？

　

歳
入
の
内
訳
は
、
町
税
な
ど
町

が
自
主
的
に
収
入
で
き
る
「
自
主

財
源
」
と
、
地
方
交
付
税
な
ど
の

国
や
県
な
ど
か
ら
交
付
を
受
け

る
「
依
存
財
源
」
の
２
つ
に
分
け

ら
れ
ま
す
。
町
税
・
前
年
度
繰
越

金
・
繰
入
金
な
ど
の
自
主
財
源
は

26
億
８
，
１
４
７
万
円
で
、
全
体

の
約
４
割
を
占
め
て
い
ま
す
。
ま

た
、
地
方
交
付
税
・
国
県
支
出

金
・
町
債
な
ど
の
依
存
財
源
は

38
億
１
４
２
万
円
で
、
全
体
の
約

６
割
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

「
歳
出
」
は
町
が
使
っ
た
お
金

の
こ
と
で
、
家
庭
の
家
計
簿
に

例
え
る
と
支
出
に
当
た
り
ま
す
。

前
年
度
と
比
べ
る
と
１
億
３
，

５
８
９
万
円
の
増
額
（
２
・
３
％

の
増
）
と
な
り
ま
し
た
。

令
和
５
年
度
は
黒
字
決
算

　

一
般
会
計
と
特
別
会
計
を
合

わ
せ
た
決
算
総
額
は
、
歳
入
が

82
億
１
，
３
６
７
万
円
、
歳
出

が
76
億
８
，
９
５
１
万
円
で
、

歳
入
か
ら
歳
出
を
差
し
引
く
と

５
億
２
，
４
１
６
万
円
の
黒
字
に

な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
中
か
ら
令
和
６
年
度
に

９
，
１
３
１
万
円
を
繰
り
越
し

た
た
め
、
実
質
的
な
収
支
額
は

４
億
３
，
２
８
５
万
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。

特別会計 金額
（万円）

国民健康保険
歳入 5 億 9,989
歳出 5 億 9,777

水道事業
歳入 1 億 8,877
歳出 1 億 5,985

農業集落排水事業
歳入 3,183
歳出 2,757

介護保険
歳入 6 億 8,162
歳出 6 億 5,464

特定地域生活排水処理事業
歳入 2,278
歳出 1,967

公共下水道事業
歳入 1 億 4,451
歳出 1 億 3,590

後期高齢者医療
歳入 6,842
歳出 6,834

こ
の
よ
う
な
事
業
を
行
い
ま
し
た

土
木
費　

〇
町
道
瓜
上
矢
田
原
線

道
路
改
良
工
事
〇
道
路
維
持
工
事

○
ト
ン
ネ
ル
・
橋
り
ょ
う
定
期
点

検農
林
水
産
業
費
・
商
工
費　

〇
飼

料
・
燃
料
費
高
騰
対
策
補
助
金
○

粗
飼
料
活
用
事
業
補
助
金
〇
地
域

脱
炭
素
実
現
計
画
策
定
支
援
業
務

委
託
〇
南
小
国
町
町
民
向
け
商
品

券
発
行
事
業
〇
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト

関
連
機
器
更
新
〇
移
住
定
住
体
験

プ
ロ
グ
ラ
ム
実
施
業
務
委
託

民
生
費
・
衛
生
費　

○
児
童
手
当

の
支
給
○
乳
幼
児
・
子
育
て
支
援
・

ひ
と
り
親
医
療
費
助
成
金
○
各
種

予
防
接
種
・
検
診

総
務
費
・
消
防
費　

〇
ふ
る
さ
と

納
税
業
務
委
託
○
南
小
国
夢
チ
ャ

レ
ン
ジ
補
助
金
○
タ
ク
シ
ー
利
用

費
助
成
事
業
〇
人
材
還
流
促
進
及

び
デ
ー
タ
バ
ン
ク
構
築
・
利
活
用

業
務
委
託
〇
南
小
国
町
広
報
・
営

業
関
連
委
託

教
育
費　

〇
小
学
校
屋
内
運
動
場

長
寿
命
化
改
良
工
事
○
奨
学
金
貸

付
事
業
○
社
会
教
育
団
体
等
へ
の

助
成
〇
小
学
校
給
食
費
補
助

災
害
復
旧
費　

○
農
地
災
害
復
旧

工
事
〇
農
業
用
施
設
災
害
復
旧
工

事
〇
公
共
土
木
災
害
復
旧
工
事

一般会計歳出　　　60 億 2,579 万円

消防費
1億4,985万円

（2.5％）商工費
1億4,696万円

（2.4％）

議会費
5,612万円
（0.9％） 諸支出金

0万円
（0.0％）

教育費
5億3,559万円（8.9％）
教育費
5億3,559万円（8.9％）

土木費 3億4,033万円
（5.6％）

土木費 3億4,033万円
（5.6％）

災害復旧費
3億5,268万円

（5.9％）

災害復旧費
3億5,268万円

（5.9％）

民生費
7億5,366万円

（12.5％）

農林水産業費
3億9,194万円

（6.5％）

農林水産業費
3億9,194万円

（6.5％）

公債費
3億6,021万円

（6.0％）

公債費
3億6,021万円

（6.0％）

衛生費
6億3,224万円

（10.5％）

衛生費
6億3,224万円

（10.5％）

総務費
23億0,621万円

（38.3％）
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収入 金額 歳入の内容
給料 45 万円 町税
パート収入 7 万円 使用料及び手数料
実家からの援助 320 万円 地方交付税、国・県支出金
ローン・借入金 40 万円 町債
不動産収入 2 万円 財産収入
事業収入 118 万円 ふるさと納税
貯金の取り崩し 12 万円 繰入金
前年度からの繰越金 64 万円 繰越金
その他の収入 40 万円 その他
年間収入合計 648 万円

支出 金額 歳出の内容
食費 78 万円 人件費
医療費・教育費 27 万円 扶助費
ローンの返済 36 万円 公債費
光熱水費・日用品の購入 74 万円 物件費
家電や車の修理 4 万円 維持補修費
事業支出 59 万円 ふるさと納税経費
自治会費 106 万円 補助費
子どもへの仕送り 35 万円 繰出金
貯金 88 万円 積立金
知人に貸したお金 0 万円 出資金・貸付金
家の増改築・車の購入 96 万円 投資的経費（建設事業費など）
年間支出合計 603 万円

南小国町 早期健全化基準 財政再生基準

実質赤字比率 ― 15％ 20％

連結実質赤字比率 ― 20％ 30％

実質公債費比率 6.6％ 25％ 35％

将来負担比率 ― 350％ ／

南
小
国
さ
ん
家
の

家
計
簿

財
政
健
全
化
比
率

ま
ち
の
決
算
を
家
庭
の
家
計
簿
に
例
え
る
と

ま
ち
の
財
政
は
健
全
な
の
？

　

ま
ち
の
財
政
は
金
額
が
大
き
く
て
、
イ
メ
ー
ジ
し
に

く
い
も
の
…
。
そ
こ
で
、
令
和
５
年
度
一
般
会
計
の
決

算
額
を
１
０
０
０
分
の
１
に
し
て
、
家
庭
の
家
計
簿
に

例
え
て
み
ま
し
た
。

　
「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律｣

に
基
づ
い
て
、

令
和
５
年
度
の
決
算
に
よ
っ
て
算
定
さ
れ
た
「
健
全
化
判
断
比
率
」
と

「
資
金
不
足
比
率
」
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
南
小
国
町
は
赤
字
も
資
金

不
足
も
生
じ
ず
、
健
全
な
財
政
を
保
っ
て
い
ま
す
。

特別会計の名称 南小国町 経営健全化基準

水道事業特別会計 ― 20％

農業集落排水事業特別会計 ― 20％

特定地域生活排水処理事業特別会計 ― 20％

公共下水道事業特別会計 ― 20％

用語の説明
実質赤字比率 一般会計の赤字額の割合　
連結実質赤字比率 すべての会計を合わせた赤字額の割合
実質公債費比率 一般会計が負担した公債費 (借り入れ金 )などの返済額の割合
将来負担比率 一般会計が将来負担すべき負債残高 (地方債残高など )の割合
資金不足比率 公営企業の事業規模に対する資金不足額の割合

実質赤字比率と連結実質赤字比率は実質赤字額がないため「－」で表示しています

資金不足がないため「－」で表示しています

■資金不足比率

■健全化判断比率

広報きよら 2024.11広報きよら 2024.11
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教
育
費

農
林
水
産
業

費 災
害
復
旧
費

消
防
費

民
生
費

議
会
費

商
工
費

公
債
費

予
備
費

総
務
費

土
木
費

衛
生
費

地
方
交
付
税

そ
の
他

分
担
金
及
び

負
担
金

地
方
譲
与
税

地
方
消
費
税

交
付
金

町
税

町
債

繰
入
金

寄
付
金

繰
越
金

県
支
出
金

国
庫
支
出
金

令
和
６
年
度
上
半
期
の
財
政
状
況

財
政
事
情
の
公
表

《　特　別　会　計　》
会　計　名 　予算額 　収入額 　収入率 　執行額 執行率

国 民 健 康 保 険 5億 8,626万円 2億 4,504万円 41.8 ％ 2億 1,302万円 36.3 ％
介 護 保 険 6億 9,287万円 3億 668万円 44.3 ％ 2億 6,761万円 38.6 ％
後 期 高 齢 者 医 療 8,070万円 2,373万円 29.4 ％ 1,910万円 23.7 ％

合　　　計 13億 5,983万円 5億 7,545万円 42.3 ％ 4億 9,973万円 36.7 ％

《　公 営 企 業 会 計　》
水道事業会計 当初予算額 補正額 執行額 執行率

収　益　的
収　　入 1億 6,254万円 1,954万円 8,859万円 48.7 ％
支　　出 1億 9,303万円 1,859万円 1,625万円 7.7 ％

資　本　的
収　　入 26万円 180万円 21万円 10.0 ％
支　　出 9,673万円 206万円 2,463万円 24.9 ％

下水道事業会計 当初予算額 補正額 執行額 執行率

収　益　的
収　　入 1億 5,445万円 万円 5,388万円 34.9 ％
支　　出 2億 1,649万円 万円 8,061万円 37.2 ％

資　本　的
収　　入 1億 760万円 360万円 3,968万円 35.7 ％
支　　出 1億 1,214万円 万円 5,390万円 48.1 ％

支出済額　１８億７，５４８万円

予算総額　６５億１，２０５万円

収入済額　２６億２，４９６万円

歳
入

収
入
額
（
％
は
収
入
率
）

歳
出

執
行
額
（
％
は
執
行
率
）
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夏
休
み
明
け
か
ら
前
期
終
了
ま
で
を
第

２
ス
テ
ー
ジ
と
し
て
い
ま
す
。
第
２
ス

テ
ー
ジ
は
前
号
で
紹
介
し
た
「
民
泊
農
業

体
験
」
の
他
に
も
様
々
な
行
事
が
あ
り
ま

し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

「
水
泳
記
録
会
」

　

９
月
13
日（
金
）午
後
、
水
泳
記
録
会
を

行
い
ま
し
た
。
天
気
に
も
恵
ま
れ
、
プ
ー

ル
日
和
の
中
、
開
催
で
き
ま
し
た
。
生
徒

た
ち
は
、
こ
れ
ま
で
授
業
で
取
り
組
ん
で

き
た
成
果
を
出
そ

う
と
頑
張
り
ま
し

た
。
友
だ
ち
が
泳

い
で
い
る
時
に

は
、
み
ん
な
で
盛

り
上
げ
て
い
て
、

と
て
も
あ
た
た
か

い
雰
囲
気
の
記
録

会
で
し
た
。

「
ド
ロ
ー
ン
映
像
編
集
授
業
」

　

９
月
30
日（
月
）本
校
１
年
生
を
対
象

に
、
専
門
家
を
招
き
、
ド
ロ
ー
ン
映
像
制

作
授
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
小
１
か
ら

培
っ
て
き
た
ド
ロ
ー
ン
操
作
技
術
を
駆
使

し
て
、「
南
中
生
の
一
日
」
を
テ
ー
マ
に

映
像
の
企
画
構
成
、
撮
影
、
編
集
な
ど
を

行
い
ま
し
た
。
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
能
力
、
新
た
な

価
値
を
生
み
出
す

創
造
性
（
ク
リ
エ

イ
テ
ィ
ビ
テ
ィ
）

を
発
揮
し
て
活
動

し
ま
し
た
。

「
菊
池
恵
楓
園
訪
問
」

　

３
年
生
は
９
月
27
日（
金
）に
、
菊
池
恵

楓
園
の
歴
史
資
料
館
を
見
学
し
ま
し
た
。

事
前
に
学
校
で
ハ
ン
セ
ン
病
に
つ
い
て
学

習
を
行
い
、
資
料
館
に
行
き
ま
し
た
。
実

際
に
見
学
し
、
ハ

ン
セ
ン
病
患
者
の

方
々
の
苦
し
み
や

悔
し
さ
を
知
り
、

差
別
や
偏
見
、
そ

し
て
人
権
に
つ
い

て
深
く
考
え
る
機

会
に
な
り
ま
し
た
。

　

南
中
は
10
月
16
日
に
後
期
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
今
後
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。 （

文
責
）
校
長
　
前
田
博
治

（
文
責
）
校
長
　
前
田
博
治

南
中
か
ら
の
風

南
中
か
ら
の
風

輝
き
輝
き
とと

潤
い
潤
い

創
立
１
５
０
周
年
記
念
式
典

　
　
　
　
　
　

11
月
16
日（
土
）

　

明
治
７
年
７
月
27
日
に
開
校
し
た
市
原

小
学
校
。
百
五
十
年
の
歴
史
を
、
地
域
の

皆
さ
ん
と
共
に
振
り
返
り
、
創
立
百
五
十

年
の
節
目
を
お
祝
い
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
記
念
式
典
、
児
童
発
表
等
に

加
え
、
会
場
に
は
懐
か
し
い
写
真
等
も
展

示
予
定
で
す
。
ど
う
ぞ
お
楽
し
み
に
。

思
い
出
の
ア
ル
バ
ム

　

市
原
小
「
創
立

１
０
０
周
年
」
の

時
の
記
念
式
典
の

様
子
で
す
。
当
時

は
鎗
水
校
長
先
生

で
し
た
。

と
っ
て
も
い
い
香
り
～
木
育
～

　

子
ど
も
た
ち
が
木
の
よ
さ
に
触
れ
、
森

林
を
守
り
育
て
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
に

気
づ
い
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
今

年
度
よ
り
木
育
の
授
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。
小
国
杉
を
使
っ
た
作
品
作
り
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、「
と
っ
て

も
い
い
か
お
り
だ
ね
。」「
す
べ
す
べ
し
て

気
持
ち
い
い
。」
な
ど
目
を
キ
ラ
キ
ラ
さ

せ
て
い
ま
し
た
。

（
文
責
）
校
長　

徳
川
美
香

（
文
責
）
校
長　

徳
川
美
香

発　

見

発　

見
　

市
原
小
学
校　

　
　
　

創
立
１
５
０
周
年
！

午
前
９
時
受
付　

９
時
半
開
始

　

・
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

　
　
　
　

セ
レ
モ
ニ
ー

　

<

　

第
１
部　

>

　

・
記
念
式
典

　

<

　

第
２
部　

>

　

　
　
　
　
　
　

10
時
45
分
予
定

　

・
児
童
発
表

　
　
　
　

３･

４
年

　
　
　
　

１･

２
年

　
　
　
　

５･

６
年

　

・
全
員
合
唱 

等

多
く
の
皆
様

の
ご
来
場
を

お
待
ち
し
て

いま
す
。
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地
域
を
学
ぶ

　

10
月
４
日（
金
）、
ふ
る
さ
と
「
中
原
」

の
良
さ
を
再
発
見
し
、
ふ
る
さ
と
へ
の
思

い
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
に
地
域
学
習
を

実
施
し
ま
し
た
。
地
域
の
方
を
講
師
と
し

て
お
迎
え
し
、
全
校
児
童
が
２
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
、
講
話
を
聞
く
こ
と
と
体
験
活

動
を
交
互
に
行
い
ま
し
た
。

　

講
話
の
内
容
は
「
歴
史
」
で
す
。
小
国

郷
の
歴
史
を
研
究
さ
れ
て
い
る
史
談
会

の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
井
上
則
臣
さ
ん
か

ら
、
歴
史
を
学
ぶ
意
義
や
中
原
の
地
図
を

見
な
が
ら
小
国
郷
の
歴
史
に
つ
い
て
話
を

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
鎌
倉
時
代
、
小

国
郷
は
重
要
な
場
所
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど

を
学
び
ま
し
た
。
ま
た
、
玄
徳
寺
住
職
の

福
嶌
龍
徳
さ
ん
か
ら
は
、
太
平
洋
戦
争
中

に
沖
縄
か
ら
中
原
に
疎
開
さ
れ
て
い
た
方

が
４
０
年
ぶ
り
に
訪
ね
て
こ
ら
れ
た
時
の

話
が
あ
り
ま
し
た
。
疎
開
の
地
で
地
元
の

方
々
の
温
情
に
支
え
ら
れ
た
こ
と
、
熊
本

は
第
二
の
故
郷
と
思
っ
て
い
る
こ
と
な
ど

を
話
さ
れ
た
そ
う
で
す
。
戦
時
中
の
苦
し

い
生
活
の
中
で
、
中
原
の
皆
さ
ん
の
温
か

い
気
持
ち
に
支
え
ら
れ
て
い
た
人
が
い
た

こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

　

体
験
活
動
で
は
、
羊
毛
で
ピ
ン
ポ
ン
球

く
ら
い
の
大
き
さ
の
玉
づ
く
り
を
行
い
ま

し
た
。
モ
ビ
ー
ル
（
わ
ず
か
な
空
気
の
流

れ
に
も
反
応
し
て
動
く
オ
ブ
ジ
ェ
）
に
使

う
た
め
の
羊
毛
の
玉
で
す
。
ナ
カ
バ
ル
ツ

ク
ル
会
の
メ
ン
バ
ー
の
方
の
ご
指
導
の
も

と
、
児
童
た
ち
は
熱
心
に
羊
毛
の
玉
を
作

成
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
体
験
は
５
月
に

実
施
し
た
羊
の
毛
刈
り
体
験
に
つ
な
が
る

も
の
に
な
り
ま
し
た
。

中
原
小
よ
り

中
原
小
よ
り

　　

  
ぎ
ん
な
ん

ぎ
ん
な
ん

（
文
責
）
校
長　

増
永
善
久

（
文
責
）
校
長　

増
永
善
久

最
後
ま
で
あ
き
ら
め
ず

全
力
で
輝
く
運
動
会
！

　

こ
れ
は
、
児
童
会
が
考
案
し
た
、
今
年

の
運
動
会
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
す
。
子
ど
も

た
ち
は
、
残
暑
き
び
し
い
中
、
短
い
練
習

期
間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
ス
ロ
ー
ガ
ン

の
と
お
り
、
あ
き
ら
め
る
こ
と
な
く
、
全

力
で
輝
く
運
動
会
を
創
り
上
げ
ま
し
た
。

そ
の
練
習
か
ら
本
番
ま
で
の
一
連
の
過
程

の
中
で
、
子
ど
も
た
ち
は
、
多
く
の
力
を

身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
れ

を
、「
き
よ
ら
っ
こ
」
の
「
あ
い
う
え
お

作
文
」
に
ま
と
め
ま
し
た
。

き
気
合
い
の
入
っ
た
演
舞
、
応
援
団

　
　

一
糸
乱
れ
ぬ
動
き
に

気
持
ち
を
そ
ろ
え
る
力
！

よ
よ
く
周
り
を
見
渡
し
、
耳
を
傾
け
、

　
　

今
な
に
を
す
べ
き
時
か

考
え
て
行
動
す
る
力
！

ら
ラ
イ
バ
ル
を
超
え
た

　
　

赤
団
・
白
団
の
友
情

相
手
の
活
躍
を
ほ
め
称
え
る
力
！

つ
続
く
猛
暑
と
も
戦
い
な
が
ら

　
　

最
後
ま
で
あ
き
ら
め
ず
、

が
ん
ば
り
ぬ
く
力
！

こ
こ
れ
か
ら
先
も
ず
っ
と

　
　

伝
統
芸
能
を
受
け
継
ぎ
、

ふ
る
さ
と
を
誇
り
、
愛
し
続
け
る
力
！

※
詳
細
は
本
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
「
学
校

だ
よ
り
第
６
号
」
及
び
「
Ｐ
Ｔ
Ａ
新
聞
」

を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

（
文
責
）
校
長　

櫔
原
憲
聖

⬆ＱＲコードから
本校のホームペー
ジにアクセスでき
ます。子供たちの
学校生活の様子が
ご覧いただけます。

井上さんのお話井上さんのお話
羊毛の説明羊毛の説明

福嶌さんのお話福嶌さんのお話児童が作った羊毛の玉児童が作った羊毛の玉
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阿
蘇
青
少
年
交
流
の
家
で
宿
泊
学
習

　

９
月
12
日
と
13
日
、
本
校
の
中
学
部
の

生
徒
は
阿
蘇
青
少
年
交
流
の
家
へ
宿
泊
学

習
に
行
き
ま
し
た
。
前
日
ま
で
に
寝
具
の

使
用
方
法
、
大
浴
場
や
食
堂
で
の
マ
ナ
ー

や
ル
ー
ル
な
ど
を
確
認
す
る
事
前
学
習
に

取
り
組
み
ま
し
た
。

　

宿
泊
学
習
当
日
、
空
は
青
々
と
澄
み
渡

り
、
と
て
も
気
持
ち
の
よ
い
天
気
で
し
た
。

阿
蘇
青
少
年
交
流
の
家
に
到
着
後
、「
Ａ

Ｓ
Ｏ
び
ん
ピ
ッ
ク
」
と
「
デ
ィ
ス
ク
ゴ
ル
フ
」

の
２
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
に
取
り
組
み
ま
し
た
。「
Ａ
Ｓ
Ｏ
び

ん
ピ
ッ
ク
」（
性
別
・
年
齢
・
運
動
技
能

に
関
係
な
く
、
誰
で
も
高
得
点
を
狙
え
る

チ
ャ
ン
ス
の
あ
る
ゲ
ー
ム
）
で
は
、
ボ
ウ
リ

ン
グ
や
わ
な
げ
、
ペ
タ
ン

ク
落
と
し
を
し
ま
し
た
。

食
事
は
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
・
サ
ー

ビ
ス
で
し
た
。
食
べ
ら
れ

る
量
を
自
分
で
考
え
な
が

ら
お
皿
に 

と
り
、
友
達
や

教
師
と
一
緒
に
食
事
を
楽

し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

夜
は
自
分
た
ち
で
準
備
し

た
布
団
で
、
ぐ
っ
す
り
眠

る
こ
と 

が
で
き
ま
し
た
。

　

宿
泊
学
習
後
、
あ
る
生
徒
か
ら
「
今
回

の
宿
泊
学
習
で
は
ず
ー
っ
と
笑
っ
て
い
た
」

と
い
う
自
分
の
成
長
を
誇
る
嬉
し
い
報
告

を
聞
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
い
ろ
い
ろ

な
行
事
を
通
し
て
、
ど
ん
ど
ん
成
長
を
し

て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

第
19
回
す
ぎ
の
こ
ま
つ
り
の
お
知
ら
せ

　

11
月
17
日（
日
）午
前
９
時
15
分
～
午
後

２
時
30
分
に
本
校
で「
す
ぎ
の
こ
ま
つ
り
」

を
開
催
し
ま
す
。
児
童
生
徒
の
発
表
と
併

せ
て
、
食
バ
ザ
ー
、
中
・
高
等
部
の
作
業

製
品
の
販
売
を
行
い
ま
す
。
多
く
の
方
の

お
越
し
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
な
お
、

お
車
で
お
越
し
の
際
は
、
本
校
の
運
動
場

に
駐
車
を
お
願
い
し
ま
す
。

あ
か
る
く　

な
か
よ
く　

た
く
ま
し
く　

～
輝
く
仲
間
づ
く
り
～

小
国
支
援
学
校

小
国
支
援
学
校  

だ
よ
り

だ
よ
り

小
国
郷
街
歩
き

　

９
月
27
日（
金
）に
１
年
生
が
「
総
合
的

な
探
究
の
時
間
」
の
授
業
の
一
環
で
「
小

国
郷
街
歩
き
」
を
行
い
ま
し
た
。
南
小
国

町
、
小
国
町
に
あ
る
観
光
地
や
施
設
を
め

ぐ
る
こ
と
を
通
じ
て
、
地
域
の
実
態
に
直

に
触
れ
、
小
国
郷
の
こ
と
を
自
分
ご
と
と

し
て
捉
え
、
街
歩
き
を
通
し
て
得
ら
れ
た

新
た
な
視
点
や
学
び
を
今
後
の
探
究
活
動

に
繋
げ
る
と
い
う
目
的
で
す
。
行
き
先
は

「
鍋
ケ
滝
」「
黒
川
温
泉
」「
杖
立
温
泉
」で
、

小
国
郷
に
暮
ら
す
生
徒
た
ち
も
、
こ
れ
ま

で
あ
ま
り
行

く
機
会
が
な

か
っ
た
よ
う

で
、
と
て
も

楽
し
そ
う
で

し
た
。
１
年

生
は
今
後
、

こ
の
経
験
を

生
か
し
、
探

究
活
動
に
取

り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

吹
奏
楽
部
へ
の
楽
器
の
寄
贈
式

　

河
津
酒
造
株
式
会
社
代
表
取
締
役
会
長

の
河
津
悦
雄
様
よ
り
、
本
校
吹
奏
楽
部
に

ウ
ィ
ン
ド
チ
ャ
イ
ム
と
ピ
ッ
コ
ロ
を
ご
寄

贈
い
た
だ
き
、
10
月
２
日（
水
）に
校
長
室

で
楽
器
の
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
河

津
様
は
、
ご
自
身
も
楽
器
や
音
楽
が
お
好

き
だ
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
生
徒
に
も
ぜ

ひ
楽
器
に
親
し
ん
で
ほ
し
い
と
以
前
よ
り

楽
器
を
寄
贈
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。

寄
贈
式
で
の
ご
あ
い
さ
つ
で
は
、
生
徒
に

興
味
の
あ
る
楽
器
を
お
尋
ね
に
な
る
場
面

も
あ
り
、
生
徒
た
ち
も
嬉
し
そ
う
に
楽
器

の
話
を
す
る
な
ど
、
和
や
か
に
式
を
行
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
地
域
の
方
の
ご

厚
意
と
応

援
が
あ
っ

て
生
徒
た

ち
は
学
校

生
活
を
送

る
こ
と
が

で
き
て
い

る
こ
と
を

改
め
て
感

じ
て
い
ま

す
。

「
Ａ
Ｓ
Ｏ
び
ん
ピ
ッ
ク
」
で
わ
な
げ

「
Ａ
Ｓ
Ｏ
び
ん
ピ
ッ
ク
」
で
わ
な
げ

自
分
た
ち
で

自
分
た
ち
で

寝
具
の
準
備
・
セ
ッ
ト
を
し
ま
し
た

寝
具
の
準
備
・
セ
ッ
ト
を
し
ま
し
た

広報きよら 2024.11広報きよら 2024.11
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新
刊
図
書
紹
介

　

10
月
は
、
町
の
図
書
室
に
16
冊
の
新
刊
図
書
が
入
り
ま
し
た
。

　

紹
介
致
し
ま
す
。

〈
新
刊
図
書
〉

①
マ
ン
ガ
で
学
べ
る　

は
じ
め
て
の
簿
記
入
門

②
僕
ら
の
未
来
が
変
わ
る　

お
金
と
生
き
方
の
教
室

③
変
な
家　

２

④
パ
ン
ど
ろ
ぼ
う
と
り
ん
ご
か
め
ん

⑤
ジ
ブ
リ
の
食
卓　

魔
女
の
宅
急
便

⑥
子
宝
船

⑦
秋
期
限
定
栗
き
ん
と
ん
事
件　

上

⑧
秋
期
限
定
栗
き
ん
と
ん
事
件　

下

⑨
ち
い
さ
な
花
言
葉
・
花
図
鑑

⑩
は
じ
め
て
で
も
作
れ
る

　

お
し
ゃ
れ
な
手
作
り
ボ
タ
ニ
カ
ル

　

キ
ャ
ン
ド
ル
＆
サ
シ
ェ

⑪
本
能
ス
イ
ッ
チ

⑫
や
さ
い
の
が
っ
こ
う

　

ピ
ー
マ
ン
く
ん
ゆ
め
を
み
る

⑬
声
の
在
り
か

⑭
宙そ

ら

わ
た
る
教
室

⑮
星
を
掬
う

⑯
こ
う
し
て
、
人
は
老
い
て
い
く

　

衰
え
て
い
く
体
と
の
上
手
な
つ
き
あ
い
方

『
学
童
野
球
ク
ラ
ブ
』

『
学
童
野
球
ク
ラ
ブ
』

　

昼
夜
の
寒
暖
の
差
も
だ
ん
だ
ん
と
大
き

く
な
り
、
少
し
ず
つ
冬
の
訪
れ
を
感
じ
る

頃
と
な
り
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
い
か
が
お

過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　

今
回
、
紹
介
す
る
の
は
、『
学
童
野
球

ク
ラ
ブ
』
で
す
。

　

学
童
野
球
ク
ラ
ブ
は
、「
南
小
国
ニ
ュ
ー

ス
タ
ー
ズ
」
の
チ
ー
ム
名
で
活
動
を
し
て

い
ま
す
。
練
習
の
日
に
は
、
グ
ラ
ウ
ン
ド

か
ら
子
ど
も
達
の
元
気
な
声
が
聞
こ
え
て

き
ま
す
。

　

そ
し
て
、
今
回
、
う
れ
し
い
ニ
ュ
ー
ス

が
飛
び
込
ん
で
き
ま
し
た
！
北
里
太
志
監

督
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
10
月
５
日
に
行
わ
れ
た
第
15
回
Ｊ
Ａ

阿
蘇
旗
争
奪
学
童
わ
ん
ぱ
く
野
球
大
会
に

お
い
て
創
部
10
年
目
に
し
て
初
優
勝
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

初
戦
か
ら
１
点
差
、
サ
ヨ
ナ
ラ
勝
ち
と

薄
氷
で
の
優
勝
で
し
た
。
部
員
12
名
（
６

年
生
１
名
）
す
べ
て
町
内
の
子
ど
も
達
で

の
優
勝
に
価
値
が
あ
る
と
と
も
に
、
町
の

子
ど
も
達
の
無
限
の
可
能
性
を
感
じ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
日
頃
か
ら
応
援

し
て
く
だ
さ
る
歴
代
の
Ｏ
Ｂ
、
Ｏ
Ｇ
や
保

護
者
、
指
導
者
の
皆
様
に
改
め
て
感
謝
い

た
し
ま
す
。

　

毎
週
水
、
木
、
土（
18
時
～
20
時
）市
原

小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
練
習
し
て
い
ま
す

の
で
是
非
一
度
体
験
に
き
て
み
ま
せ
ん
か
。」

　

初
優
勝
と
い
う
こ
と
で
み
な
さ
ん
大
変

喜
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
日
頃
の
練
習
の
成

果
が
発
揮
で
き
た
よ
う
で
す
ね
。
優
勝
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

　

わ
く
わ
く
ク
ラ
ブ
で
は
、
随
時
、
加
入

者
を
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。
い
つ
で
も

事
務
局
（
南
小
国
町
教
育
委
員
会
）
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

☎（
４
２
）０
０
４
７

南
小
国
町
教
育
委
員
会　

き
よ
ら
の
郷
「
わ
く
わ
く
ク
ラ
ブ
事
務
局
」

わ
く
わ
く
ク
ラ
ブ

わ
く
わ
く
ク
ラ
ブ  

通
信
通
信

学童野球の日々の活動の様子
はインスタグラムにて発信中！
みなさん是非チェックしてみてく
ださいね。
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　南小国町には、町の政策顧問として、「枝
えだひろ

廣淳
じゅんこ

子先生」のお力をお借りしています。
これまでに、「南小国町の共有ビジョンの作成」や「南小国町産業連関表づくり」等
に取り組んでいただき、南小国町を持続可能な町にするための取り組みにご協力をい
ただいております。
　また、枝廣先生は、南小国町だけでなく、
島根県の海士（アマ）町や北海道の下川町な
ど、意志ある未来を描く地方創生と地元経済
を創りなおすプロジェクトにアドバイザ－と
して関わっています。その枝廣先生の政策顧
問の活動の一環として、未来の南小国町を担
う子どもたちに、貴重な講話をいただいています。対象は、小学校の高学年の児童と
中学生の全員ですが、お話は、大変分かりやすく、興味あふれる内容となっています。
これまでに、７回もの講話を大学の先生からご指導をいただいていることになります。
大変子どもたちにとって貴重な学習の場面となっているところてす。
　今回、１０月２４日（木）は、「私たちの暮らしとゴミについて」のご講話を、小
学５・６年生と中学生を対象に、南小国中学校体育館で実施していただきました。南
小国町は、１日の個人が出すゴミの量の平均が、全国平均より高く、これからの生活
の中で、「ゴミを減らすために自分に何ができるかを考えて、実行してみましょう！」
とお話をまとめられました。子どもたちは、真剣にお話を聞き、これからの自分の課
題として受け止めていました。

講 話 の 時 期 講　話　の　内　容

①令和元年１０月　８日 共有ビジョンのワ－クショップ

②令和２年１０月２３日 「ＳＤＧｓ」について

③令和３年　１月２７日 「プラスチック」について      

④令和５年　１月３０日 「共有ビジョン」達成のために、自分たちに何ができるか 

⑤令和５年１０月　５日 「温暖化」どうやってとめればいい？    

⑥令和６年　１月１７日 私たちにたいせつな生物多様性の話

⑦令和６年１０月２４日 私たちの暮らしとゴミについて 

　今後も、枝廣先生の時間の許すかぎり、子どもたちへの講話をお願いしたいと考え
ています。（次回は「森林について」お話をいただく予定です）

　　　　　　翔けろ！町の担い手『きよらっ子』（19）　　文責：岩切
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菊
池
恵
楓
園
資
料
館
で
の
学
び

　

９
月
27
日
に
南
小
国
中
学
校
の
３
年
生
が
、

菊
池
恵
楓
園
資
料
館
を
訪
問
し
、
ハ
ン
セ
ン
病

に
つ
い
て
学
習
し
て
き
ま
し
た
。
本
町
で
は
小

学
校
５
年
生
で
１
回
目
の
訪
問
を
し
、
２
回
目

を
中
学
校
３
年
生
で
再
度
訪
問
し
て
い
ま
す
。

た
だ
、
こ
の
学
年
は
、
令
和
２
年
度
当
時
が
コ

ロ
ナ
禍
の
な
か
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
小
学
校
５

年
生
で
の
訪
問
を
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
で
し

た
。そ
の
か
わ
り
訪
問
前
に
事
前
学
習
を
し
て
、

資
料
館
で
も
真
剣
に
見
学
し
、
一
人
一
人
が
学

び
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
よ
う
で
す
。
生
徒

の
皆
さ
ん
が
ど
の
よ
う
な
感
想
や
考
え
を
持
っ

た
か
紹
介
し
ま
す
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊

　

南
小
国
中
学
校　

三
年　

 

大
塚　

向

  

僕
は
、
菊
池
恵
楓
園
に
初
め
て
行
き
、
そ
こ

の
資
料
館
で
い
ろ
ん
な
こ
と
を
知
り
考
え
を
変

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
印
象

に
残
っ
て
い
る
の
は
最
初
に
見
た
動
画
の
中

に
あ
り
、
差
別
や
偏
見
は
身
近
な
場
所
に
あ

り
、「
人
を
嫌
い
と
い
っ
た
り
、
勝
手
に
決
め

つ
け
る
こ
と
も
差
別
や
偏
見
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
」
と
い
う
言
葉
で
す
。
自
分
も
何
ら
か
の

理
由
で
嫌
い
な
人
と
決
め
て
話
を
し
な
か
っ
た

り
勝
手
に
そ
の
人
の
こ
と
を
決
め
つ
け
た
り
し

て
、
そ
の
こ
と
も
差
別
や
偏
見
に
な
っ
て
い
る

と
今
日
知
り
ま
し
た
。
だ
か
ら
今
日
か
ら
自
分

の
考
え
方
を
変
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し

た
。

　

も
う
一
つ
印
象
に
残
っ
た
言
葉
が
あ
り
ま

す
。
動
画
に
あ
っ
た「
自
分
の
心
と
向
き
合
う
」

と
い
う
言
葉
が
印
象
に
残
り
ま
し
た
。
な
ぜ
か

と
い
う
と
、
今
ま
で
自
分
の
心
に
向
き
合
っ
た

こ
と
が
な
く
て
、
頭
だ
け
で
勝
手
に
決
め
つ
け

た
り
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
、
こ
れ
か
ら

は
自
分
の
心
と
向
き
合
っ
て
生
活
し
て
い
き
た

い
な
と
思
い
ま
し
た
。
菊
池
恵
楓
園
に
行
っ
て

自
分
の
考
え
が
変
わ
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
良

か
っ
た
で
す
。

  

南
小
国
中
学
校　

三
年　

 

菊
池　

大
志

  

僕
は
、
今
日
の
菊
池
恵
楓
園
学
習
を
通
し
て

感
じ
た
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。ま
ず
、

映
像
の
話
を
聞
い
て
思
っ
た
こ
と
が
プ
ロ
ミ
ン

と
い
う
薬
の
注
射
な
ど
を
し
て
ハ
ン
セ
ン
病
が

治
っ
た
と
し
て
も
、意
味
の
な
い
隔
離
を
続
け
、

多
く
の
入
所
者
の
方
々
が
傷
つ
き
続
け
て
い
た

こ
と
で
す
。
治
っ
て
い
る
と
い
う
事
実
を
放
っ

て
偏
見
と
差
別
、
間
違
っ
た
認
識
で
入
所
者
た

ち
の
自
由
を
奪
う
、
人
生
を
奪
う
こ
と
が
人
と

し
て
信
じ
ら
れ
な
い
こ
と
だ
と
心
か
ら
思
い
ま

し
た
。
こ
ん
な
世
の
中
、
自
分
の
立
場
だ
っ
た

ら
諦
め
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
恵
楓

園
の
入
所
者
の
方
々
が
諦
め
ず
に
必
死
に
生
き

抜
こ
う
と
し
て
い
る
姿
が
本
当
に
か
っ
こ
い
い

な
と
思
い
ま
し
た
。

　

強
制
的
に
隔
離
を
し
て
そ
の
上
労
働
さ
せ
る

な
ん
て
ひ
ど
す
ぎ
ま
す
。
病
人
な
の
に
そ
ん
な

こ
と
を
し
た
ら
病
気
が
悪
化
す
る
の
は
誰
だ
っ

て
分
か
っ
て
い
る
は
ず
で
す
。
本
当
に
許
せ
ま

せ
ん
。
も
し
、
た
く
さ
ん
の
人
が
正
し
い
知
識

を
持
っ
て
い
れ
ば
隔
離
と
い
う
方
法
を
と
ら
な

か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
入
所
者
の
方
々
も

違
う
人
生
が
送
れ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
本
名

で
生
活
で
き
た
か
も
し
れ
な
い
し
、
そ
し
て
何

よ
り
家
族
と
一
緒
に
楽
し
い
日
々
を
送
れ
た
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
僕
は
、
ハ
ン
セ
ン
病
を
知
っ

て
い
く
う
ち
に
、
ハ
ン
セ
ン
病
は
一
人
一
人
の

間
違
っ
た
知
識
が
こ
の
よ
う
な
悲
し
い
差
別
を

生
み
出
し
て
し
ま
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
考
え

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
本
当
に
悲
し
い
こ
と

で
す
。
正
し
い
こ
と
を
知
る
こ
と
は
本
当
に
大

切
だ
と
思
い
ま
し
た
。
ハ
ン
セ
ン
病
の
患
者
さ

ん
た
ち
は
病
気
が
治
っ
て
も
故
郷
に
帰
る
こ
と

や
社
会
に
復
帰
す
る
こ
と
は
と
て
も
難
し
そ
う

で
す
。
そ
の
よ
う
に
し
て
し
ま
っ
た
の
は
僕
た

ち
で
す
。
だ
か
ら
僕
た
ち
の
手
で
変
え
て
い
く

し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
中
学
生
に
だ
っ
て
き
っ
と

何
か
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

  

南
小
国
中
学
校　

三
年　

 

麻
生　

未
来

  

僕
は
、
菊
池
恵
楓
園
現
地
学
習
会
に
行
く
前

に
学
校
で
、「
あ
ん
」
と
い
う
映
画
を
見
ま
し

た
。
そ
の
映
画
は
隔
離
が
終
わ
っ
た
後
の
内
容

で
し
た
が
、
社
会
に
残
る
差
別
や
施
設
で
生
き

る
人
々
が
描
か
れ
て
い
ま
し
た
。

　

菊
池
恵
楓
園
で
は
、
菊
池
恵
楓
園
で
あ
っ
た

こ
と
や
、
そ
こ
に
い
た
人
達
が
何
を
し
て
こ
ら

れ
た
か
学
び
ま
し
た
。
恵
楓
園
で
隔
離
さ
れ
て

い
た
人
達
は
、
壁
の
中
で
し
か
生
活
出
来
ず
、

壁
の
中
が
世
界
で
、
子
供
を
産
ん
だ
り
育
て
た

り
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
を
知
っ
て
、
恵

楓
園
の
な
か
で
は
、
人
権
が
無
い
よ
う
な
も
の

だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
そ
の
時
の
写
真
や
患
者
が
使
っ
た

も
の
な
ど
が
あ
り
、
そ
の
中
で
ス
プ
ー
ン
を

使
っ
た
食
事
体
験
が
と
て
も
難
し
か
っ
た
で

す
。
一
回
皿
に
移
す
だ
け
な
ら
な
ん
と
か
運
べ

ま
し
た
が
、
な
ん
度
も
口
に
運
ぶ
の
は
、
と
て

も
大
変
だ
と
思
い
ま
し
た
。
間
違
っ
た
知
識
や

偏
見
で
、
社
会
的
な
差
別
な
ど
を
、
こ
れ
か
ら

起
こ
さ
せ
な
い
た
め
に
過
去
の
あ
っ
た
こ
と
を

忘
れ
ず
に
、
こ
の
先
、
自
分
が
差
別
を
し
な
い

人
に
な
れ
る
よ
う
に
し
た
い
で
す
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊　

　

今
回
、
南
小
国
中
学
校
３
年
生
の
皆
さ
ん
は

菊
池
恵
楓
園
資
料
館
を
訪
問
し
学
習
し
た
こ
と

で
ハ
ン
セ
ン
病
に
つ
い
て
の
正
し
い
理
解
や
入

所
者
の
方
々
の
思
い
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
、

学
び
を
深
め
て
い
く
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

菊
池
恵
楓
園
資
料
館
は
「
入
所
者
の
方
々
が

こ
の
世
に
存
在
し
て
い
た
と
い
う
事
実
を
守
る

最
後
の
砦
だ
と
」
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て

「
入
所
者
の
方
々
の
生
き
た
歴
史
を
知
る
こ
と

で
、
人
が
人
の
人
生
を
踏
み
に
じ
る
こ
と
の
恐

ろ
し
さ
と
愚
か
さ
を
知
り
、
ま
た
そ
の
こ
と
を

通
し
て
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
の
重
要
さ
を

実
感
す
る
こ
と
が
で
き
る
。」
施
設
と
し
て
あ

り
ま
す
。

　

今
回
の
恵
楓
園
訪
問
後
の
生
徒
の
皆
さ
ん
の

感
想
は
、
ハ
ン
セ
ン
病
に
つ
い
て
の
学
び
が
確

か
な
も
の
で
あ
り
、
読
ん
で
い
る
私
達
に
も
た

く
さ
ん
の
気
づ
き
を
与
え
る
も
の
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

そ
し
て
、
何
よ
り

生
徒
の
皆
さ
ん
自
身

が
、
今
後
様
々
な
進

路
を
選
択
し
て
い
く

う
え
で
、
こ
の
学
び

を
活
か
し
、
さ
ら
に

正
し
い
認
識
を
身
に

付
け
、
豊
か
で
幸
せ

な
人
生
を
送
っ
て
い

け
る
よ
う
な
生
き
方

を
し
て
い
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。（
井
芹
）

    

ひ
ろ
げ
よ
う　

き
よ
ら
の
郷
に　

人
権
の
輪

  
人
権
教
育
啓
発
シ
リ
ー
ズ 

246

問い合わせ
南 小 国 町
人 権 教 育
推進協議会
☎42-0047
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11
月
14
日
「
世
界
糖
尿
病
デ
ー
」

　

世
界
糖
尿
病
デ
ー
は
、
世
界
で
深

刻
な
増
加
を
た
ど
る
糖
尿
病
の
予
防
・

治
療
・
療
養
を
喚
起
す
る
た
め
に
定

め
ら
れ
ま
し
た
。
２
０
２
１
年
時
点

で
、
世
界
の
糖
尿
病
人
口
は
５
億
３
，

７
０
０
万
人
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
、
糖
尿
病
に
つ
い
て

考
え
、
予
防
に
向
け
た
一
歩
を
踏
み
出

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

■
糖
尿
病
の
主
な
症
状

　

自
覚
症
状
が
な
く
、
糖
尿
病
に
な
っ

て
い
る
こ
と
に
気
が
付
い
て
い
な
い
方

も
多
く
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
糖
尿
病
で

は
、
高
血
糖
に
な
る
と
症
状
が
出
現
す

る
か
ら
で
す
。

　

高
血
糖
に
お
け
る
症
状
は
、

①
喉
が
渇
く
・
水
を
よ
く
飲
む

②
尿
の
回
数
が
増
え
る

③
体
重
が
減
る

④
疲
れ
や
す
く
な
る

な
ど
で
、さ
ら
に
血
糖
が
高
く
な
る
と
、

意
識
障
害
に
至
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

■
糖
尿
病
の
予
防

○
食
事
に
つ
い
て

　

・
間
食
を
な
る
べ
く
減
ら
す

　

・
ゆ
っ
く
り
、
よ
く
噛
ん
で
食
べ
る

　

・
朝
食
を
し
っ
か
り
食
べ
て
、
夕
食

は
控
え
め
に

　

・
野
菜
や
海
藻
を
先
に
食
べ
、
腹
八

分
目
を
意
識
す
る

　

・
飲
酒
は
ほ
ど
ほ
ど
に

○
運
動
に
つ
い
て

　

・
歩
け
る
距
離
は
意
識
的
に
歩
く

　

・
で
き
る
だ
け
階
段
を
利
用
す
る

　

・
毎
日
20
～
60
分
程
度
の
運
動
を
継

続
す
る

感
染
症
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
！

　

こ
れ
か
ら
の
時
期
は
、
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
な
ど
の
感
染
症
が
流
行
し
や
す
く

な
り
ま
す
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
を
原
因
と
す
る
急
性
気

道
感
染
症
で
す
。
約
１
～
３
日
を
潜
伏

期
間
と
し
、
38
℃
以
上
の
発
熱
、
頭
痛
、

関
節
痛
な
ど
の
症
状
が
突
然
現
れ
ま

す
。
通
常
の
風
邪
に
比
べ
て
全
身
症
状

が
強
く
出
や
す
い
こ
と
が
特
徴
で
す
。

引
き
続
き
、
感
染
症
対
策
を
し
っ
か
り

と
行
い
、
流
行
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

■
感
染
症
予
防
対
策

①
丁
寧
な
手
洗
い
・
う
が
い
と
手
指
消
毒

　

流
水
・
石
鹼
に
よ
る
手
洗
い
と
う
が

い
は
、
感
染
症
対
策
の
基
本
で
す
。
30

秒
以
上
の
時
間
を
か
け
、
隅
々
ま
で

洗
っ
た
あ
と
、手
の
水
分
を
拭
き
取
り
、

ア
ル
コ
ー
ル
製
剤
に
よ
る
手
指
消
毒
も

行
い
ま
し
ょ
う
。

②
マ
ス
ク
着
用

　

マ
ス
ク
に
は
様
々
な
種
類
が
あ
り
ま

す
が
、
不
織
布
マ
ス
ク
の
着
用
を
お
勧

め
し
ま
す
。

③
体
調
管
理

　

日
頃
か
ら
十
分
な
睡
眠
や
バ
ラ
ン
ス

の
と
れ
た
食
事
等
を
心
が
け
、
免
疫
力

を
高
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

④
予
防
接
種

　

重
症
化
や
合
併
症
の
発
症
を
予
防
す

る
効
果
が
あ
り
ま
す
。

「
聞
き
な
っ
せ
Ａ
Ｉ
く
ま
も
と
」
に

つ
い
て

　

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
友
だ
ち
登
録
を
行
う

と
、
就
学
未
満
の
子
育
て
の
お
尋
ね

に
、
24
時
間
３
６
５
日
〝
Ａ
Ｉ
〟
が
回

答
し
、
県
内
の
支
援
情
報
が
取
得
で
き

ま
す
。
子
育
て
制
度
や
手
続
き
、
日
々

の
子
育
て
を
す
る
中
で
悩
ん
で
い
る
こ

と
な
ど
、
様
々
な
困
り
ご
と
に
回
答
し

ま
す
。

　

ま
た
、
位
置
情
報
か
ら
子
育
て
を
応

援
す
る
店
（
子
育
て
応
援
団
）
や
公
共

施
設
の
検
索
も
で
き
ま
す
。

■
例
え
ば
こ
ん
な
と
き
に
！

・
夜
中
に
子
ど
も
が
熱
を
出
し
た
！
ど

う
す
れ
ば
い
い
？

・
保
育
園
の
空
き
状
況
っ
て
ど
う
や
っ

て
調
べ
る
ん
だ
ろ
う

・
子
ど
も
の
寝
つ
き
が
悪
い
…
ど
う
す

れ
ば
い
い
？

・
好
き
嫌
い
が
多
く
て
困
っ
て
い
る

■
「
聞
き
な
っ
せ
Ａ
Ｉ
く
ま
も
と
」
の

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
友
だ
ち
登
録

保
健
師
だ
よ
り

問い合わせ
町民課
保健衛生係
☎ 42-1113
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小国公立病院ニュース
☎（４６）３１１１

小国公立病院での外来待ち時間について 病院事業管理者　　片岡恵一郎
院長　　堀江　英親

　日頃より当院をご利用いただき、誠にありが
とうございます。
　最近、外来診療の待ち時間が長くなることに
ついて、多くのご意見をいただいております。当
院では、住民の皆様に可能な限り迅速で質の高
い医療サービスを提供することを目指しており、
現状と取り組みについてお知らせいたします。
　当院は、地域の公立病院として、皆様の健康
を守るために日々努力しております。しかし、
現在のところ地域の医療機関の数や医師数が限
られており、当院に多くの患者様が集中してい
る状況です。そのため、診察までの待ち時間が
長くなってしまうことがございます。
　待ち時間を少しでも短縮するために、当院で
は以前より予約システムを導入しております。予
約時間に合わせてご来院いただくことで、全体
の待ち時間を短縮できるよう努めております。た
だし、予約時間は来院の目安であり、早めにご来
院いただくと、かえって待ち時間が長くなる場合
がございます。また、急患対応や検査の状況に
より、診察が遅れることもございます。その際は、
ご理解のほどよろしくお願い申し上げます。
　待ち時間の目安として、来院からお帰りまで
おおよそ 1時間を目標にしておりますが、診療
内容や緊急対応により、さらにお時間をいただ
く場合がございます。当院は、同規模の病院と
比較して外来患者数が多く、医師数が限られて

いる中でも、待ち時間は標準的な範囲内に収ま
るよう努めております。
　また、待ち時間の短縮を希望される方には、
以下の方法をご提案しております。
　⒈　他の担当医師への変更

診療科内で担当医師を変更することで、
待ち時間を短くできる場合がございます。

　⒉　おぐにサテライト診療所の利用
当院のサテライト診療所では、外来患者
様の分散を図り、効率的な診療を行って
いますので、是非ご利用ください。

　⒊　オンライン診療車（柴三郎号）の利用
通院が難しい方や待ち時間を短縮したい
方のために、遠隔診療も行っております。
複数ある巡回診療場所で診察を受けられ
る便利なシステムです。巡回診療場所や
運行スケジュールに関しては、町広報誌
でもご案内しております。

　外来待ち時間の短縮は、当院にとって重要な
課題の一つです。今後も地域の皆様にとって、
より良い医療サービスを提供できるよう努力し
てまいります。ご不便
をおかけすることもあ
るかと思いますが、ご
理解とご協力のほど、
よろしくお願い申し上
げます。
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確
定
申
告
資
料
の
保
管
に
つ
い
て

　

10
月
頃
か
ら
年
末
に
か
け
て
、所
得
税
・

住
民
税
の
確
定
申
告
に
使
用
す
る
書
類
が

関
係
各
所
か
ら
郵
送
な
ど
で
お
手
元
に
届

き
ま
す
の
で
、
そ
れ
ら
の
確
認
と
、
保
管

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

送
付
書
類
の
例

・
令
和
６
年
分
給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
票

・
令
和
６
年
分
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収

票
・
生
命
保
険
料
払
込
証
明
書

・
医
療
費
通
知
書

　

職
場
や
年
金
事
務
所
、
生
命
保
険
会
社

な
ど
か
ら
発
行
さ
れ
ま
す
の
で
、
届
き
ま

し
た
ら
申
告
時
ま
で
大
切
に
保
管
を
お
願

い
し
ま
す
。

阿
蘇
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

■
問
い
合
わ
せ

　
阿
蘇
税
務
署
　
※
自
動
音
声
案
内

☎（
２
２
）０
５
５
１

消
費
税
の
簡
易
課
税
制
度
を
選
択
さ
れ

る
方
へ

　

こ
れ
ま
で
消
費
税
の
免
税
事
業
者
で

あ
っ
た
個
人
事
業
者
の
方
が
、
イ
ン
ボ
イ

ス
発
行
事
業
者
と
し
て
登
録
を
受
け
た
場

合
は
、
令
和
６
年
分
の
消
費
税
の
申
告
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
イ
ン
ボ
イ
ス
発
行
事
業
者
に
登

録
し
た
こ
と
に
よ
り
課
税
事
業
者
と
な
っ

た
場
合
で
、
令
和
６
年
分
の
消
費
税
申
告

に
お
い
て
簡
易
課
税
制
度
を
選
択
さ
れ
る

方
は
、「
所
費
税
簡
易
課
税
制
度
選
択
届

出
書
」
を
令
和
６
年
中
（
12
月
31
日
ま
で
）

に
、
納
税
地
の
所
轄
税
務
署
長
に
提
出
す

る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
簡
易
課
税
制
度
の
適
用
を
受

け
て
い
る
事
業
者
は
、
事
業
を
廃
止
し
た

場
合
を
除
き
、
２
年
間
継
続
し
て
適
用
し

た
後
で
な
け
れ
ば
、
こ
の
適
用
を
や
め
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
簡
易
課
税
制
度
を
選
択
し
て
い

て
も
、
消
費
税
の
申
告
に
つ
い
て
簡
易
に

計
算
で
き
る
経
過
措
置
（
２
割
特
例
）
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
い
た
だ
く
か
、
最
寄
り
の
税
務
署
に

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
資
格
取
得
・
喪
失
の
届

出
は
14
日
以
内
に
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

町
民
課 

戸
籍
住
民
係

☎（
４
２
）１
１
１
３

国
民
年
金
保
険
料
の
追
納
に
つ
い
て

　

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
・
納
付
猶

予
・
学
生
納
付
特
例
を
受
け
た
期
間
が
あ

る
と
、
保
険
料
を
全
額
納
め
た
と
き
に
比

べ
、
将
来
受
け
取
る
年
金
額
が
少
な
く
な

り
ま
す
。

　

年
金
額
を
増
や
す
た
め
に
、
10
年
以
内

で
あ
れ
ば
こ
れ
ら
の
期
間
を
さ
か
の
ぼ
っ

て
納
め
る
（
追
納
す
る
）
こ
と
が
で
き
ま

す
。

●
申
請
方
法

　
「
国
民
年
金
保
険
料
追
納
申
込
書
」
を

年
金
事
務
所
に
提
出
し
ま
す
。
そ
の
後
承

認
を
受
け
る
と
保
険
料
の
納
付
書
が
届
き

ま
す
の
で
、
納
付
期
限
内
に
支
払
い
を
し

て
下
さ
い
。
口
座
振
替
と
ク
レ
ジ
ッ
ト
払

い
は
で
き
ま
せ
ん
。

●
追
納
に
関
す
る
注
意
事
項

・
追
納
が
で
き
る
の
は
追
納
が
承
認
さ
れ

た
月
の
前
10
年
以
内
の
免
除
期
間
に
な

り
ま
す
。

・
一
部
免
除
を
受
け
た
期
間
に
、
免
除
さ

れ
て
い
な
い
一
部
の
保
険
料
を
納
付
し

て
い
な
い
場
合
は
、
未
納
期
間
と
な
る

た
め
、
追
納
で
き
ま
せ
ん
。

・
承
認
さ
れ
た
期
間
の
う
ち
、
原
則
古
い

期
間
か
ら
納
付
に
な
り
ま
す
。

・
保
険
料
の
免
除
・
納
付
猶
予
を
受
け
た

期
間
の
翌
年
度
か
ら
起
算
し
て
、
３
年

度
目
以
降
に
保
険
料
を
追
納
す
る
場
合

は
、
当
時
の
保
険
料
に
加
算
額
が
つ
き

ま
す
。

　

な
お
、
今
年
度
中
に
追
納
す
る
場
合
の

保
険
料
の
月
額
は
、左
表
の
と
お
り
で
す
。

■令和６年度中に追納する場合の保険料月額（単位：円）
全額免除・納付猶予 ４分の３免除 半額免除 ４分の１免除

平成26年度 15,460 11,600 7,730 3,860 
平成27年度 15,790 11,840 7,890 3,950 
平成28年度 16,460 12,340 8,230 4,110 
平成29年度 16,670 12,510 8,330 4,170 
平成30年度 16,500 12,370 8,250 4,120 
令和元年度 16,560 12,420 8,270 4,140 
令和２年度 16,670 12,500 8,340 4,160 
令和３年度 16,710 12,530 8,350 4,170 
令和４年度 16,590 ※ 12,440 ※ 8,290 ※ 4,150 ※
令和５年度 16,520 ※ 12,390 ※ 8,260 ※ 4,130 ※

※追納加算額はありません。

税

問い合わせ
税務課
税務係
☎ 42-1118

年
金

問い合わせ
町民課
戸籍住民係
☎ 42-1113

広報きよら 2024.11広報きよら 2024.11
18



『
秋
の
火
災
予
防
運
動
』

『
秋
の
火
災
予
防
運
動
』

　

11
月
９
日
～
11
月
15
日

ま
で
の
７
日
間
、
全
国
秋

の
火
災
予
防
運
動
が
実
施

さ
れ
ま
す
。

　

秋
に
な
り
、気
温
が
下
が
っ
て
く
る
と
、

全
国
的
に
も
火
災
の
発
生
件
数
が
増
加
し

て
き
ま
す
。
本
格
的
な
冬
の
到
来
に
向
け

て
、
今
一
度
火
災
予
防
へ
の
意
識
を
高
め

ま
し
ょ
う
。

◇
全
国
統
一
防
火
標
語

　

守
り
た
い

　
　
　

未
来
が
あ
る
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　

火
の
用
心

定
期
異
動
の
お
知
ら
せ

定
期
異
動
の
お
知
ら
せ

　

10
月
１
日
付
け
で
北
部
分
署
の
定
期
異

動
が
あ
り
ま
し
た
。

他
署
所
へ
異
動
し
た
職
員

　

河
津　

遼
太
郎　
『
中
部
消
防
署
』

　

牧
田　

皓
大　
　
『
南
部
分
署
』

　

矢
津
田　

道
斗　
『
産
山
波
野
分
駐
所
』

北
部
分
署
に
異
動
し
た
職
員

　

河
津　

秀
和　
　
『
消
防
１
課
』

　

竹
川　

慶
志　
　
『
消
防
１
課
』

　

髙
木　

壮
史　
　
『
消
防
２
課
』

　

坂
口　

斗
士
亜　
『
消
防
２
課
』

　

齊
藤　

天
海　
　
『
消
防
３
課
』

　

ま
た
、
本
年
度
採
用
さ
れ
た
５
名
の
新

職
員
が
消
防
学
校
の
初
任
科
教
育
を
終

え
、
北
部
分
署
に
は
１
名
が
配
属
さ
れ
ま

し
た
の
で
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

新
職
員
挨
拶　
『
森
永　

修
斗
』

　

阿
蘇
消
防
の
新
職
員
と
し
て
地

域
を
守
る
た
め
全
力
を
尽
く
し
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

消

防

署

火災・
救急救助は
119 番
問い合わせ
北 部 分 署
☎ 46-4411

児
童
ポ
ル
ノ
の

児
童
ポ
ル
ノ
の根

絶
を
目
指
し
て

根
絶
を
目
指
し
て

　

児
童
ポ
ル
ノ
は
、
児
童
の
人
権
を
著
し

く
侵
害
す
る
も
の
で
す
。

　

児
童
ポ
ル
ノ
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に

流
出
す
れ
ば
回
収
は
事
実
上
不
可
能
で
あ

り
、
被
害
児
童
の
苦
し
み
は
将
来
に
わ

た
っ
て
続
き
ま
す
。

　

警
察
で
は
、
児
童
ポ
ル
ノ
の
製
造
、
提

供
、
公
然
陳
列
等
に
つ
い
て
積
極
的
な
取

締
り
を
行
い
、
児
童
ポ
ル
ノ
の
根
絶
を
目

指
し
ま
す
。

◆
刑
法
（
16
歳
未
満
の
者
に
対
す
る

面
会
要
求
等
罪
）

罰
則
⬇
２
年
以
下
の
拘
禁
刑
又
は

１
０
０
万
円
以
下
の
罰
金

◆
性
的
姿
態
等
撮
影
罪

罰
則
⬇
３
年
以
下
の
拘
禁
刑
又
は

３
０
０
万
円
以
下
の
罰
金

○
児
童
ポ
ル
ノ
の
対
象
児
童
は
、「
男
女

を
問
わ
ず
18
歳
に
満
た
な
い
者
」で
す
。

児
童
虐
待
の
防
止

児
童
虐
待
の
防
止

　

児
童
虐
待
と
は
、
保
護
者
（
親
権
を
行

う
者
、
未
成
年
後
見
人
そ
の
他
の
者
で
児

童
を
現
に
監
護
す
る
も
の
。）
が
そ
の
監

護
す
る
児
童
（
18
歳
未
満
の
者
）
に
つ
い

て
行
う
次
に
掲
げ
る
行
為
を
い
い
ま
す
。

○
身
体
的
虐
待

○
性
的
虐
待

○
ネ
グ
レ
ク
ト

○
心
理
的
虐
待

　

ま
た
、
体
罰
も
、「
児
童
虐
待
の
防
止

等
に
関
す
る
法
律
」で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
し
つ
け
」
で
あ
っ
て
も
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

児
童
虐
待
か
な
と
思
っ
た
ら
、
た
め
ら
わ

ず
に
電
話
等
に
よ
る
通
告
を
し
ま
し
ょ
う
。

連
絡
を
し
た
方
の
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

　

◆
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル

「
　
☎
１い

ち
は
や
く

８
９
　
」

（
24
時
間
対
応
で
、
最
寄
り
の
児
童
相
談

所
に
つ
な
が
り
ま
す
。）

＊
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
安
全
・
安
心
な
小
国
郷
＊

地

域

安

全

事件・
事故は
110 番
問い合わせ
小国警察署
☎ 46-2110
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マ
イ
ナ
保
険
証
へ
の
移
行

　
令
和
６
年
12
月
２
日
以
降
、
健
康
保

険
証
が
廃
止
さ
れ
、
原
則
マ
イ
ナ
保
険

証
で
医
療
機
関
を
受
診
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
お
持
ち
の
方
で
、

マ
イ
ナ
保
険
証
登
録
を
し
て
い
な
い
方

は
、
医
療
機
関
等
の
窓
口
に
あ
る
専
用

の
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
や
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ

ル
か
ら
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

利
用
す
る
に
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
と
暗
証
番
号
（
４
桁
）
が
必
要

で
す
。

　
下
記
図
を
参
考
に
ご
自
身
の
状
況
に

つ
い
て
確
認
い
た
だ
き
、
手
続
き
等
が

必
要
に
な
る
場
合
は
、
ご
対
応
頂
き
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

マ
イ
ナ
保
険
証
を
お
持
ち
で
な
い
方

　
令
和
６
年
12
月
２
日
以
降
に
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持
ち
で
な
い

方
・
保
険
証
登
録
を
し
て
い
な
い
方
に

は
、
現
在
の
保
険
証
の
有
効
期
限
（
令

和
７
年
７
月
31
日
）
が
切
れ
る
前
ま
で

に
、保
険
証
と
同
様
に
使
用
で
き
る「
資

格
確
認
書
」
が
発
行
さ
れ
ま
す
。
安
心

し
て
医
療
機
関
を
受
診
し
て
下
さ
い
。

保
険
証
の
使
用
期
限

　
令
和
６
年
12
月
１
日
ま
で
に
発
行
し

た
保
険
証
は
令
和
７
年
７
月
31
日
ま
で

使
用
で
き
ま
す
。

　
た
だ
し
、
12
月
２
日
以
降
に
保
険
証

を
紛
失
し
た
場
合
、
保
険
証
の
再
発
行

は
で
き
ま
せ
ん
。
同
様
に
使
用
で
き
る

「
資
格
確
認
書
」
を
ご
自
身
で
申
請
し

て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、

役
場
担
当
者
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

マ
イ
ナ
保
険
証
の
メ
リ
ッ
ト

①
過
去
の
お
薬
情
報
や
健
康
診
断
の
結

果
を
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
身

体
の
状
態
や
他
の
病
気
を
推
測
し
て
治

療
に
役
立
て
る
こ
と
が
で
き
、
よ
り
良

い
医
療
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

②
限
度
額
認
定
証
等
が
な
く
て
も
、
高

額
医
療
費
制
度
に
お
け
る
限
度
額
を
超

え
る
支
払
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

　
熊
本
県
や
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
健
康
保
険
証
利
用
に
つ
い
て

掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

町
民
課　
戸
籍
住
民
係

☎（
４
２
）１
１
１
３

マイナンバーカードを健康保険証として使うには・・・
　～ご自身の状況を確認しましょう～

～ １２月２日からの健康保険証について ～
国民健康保険・後期高齢者医療保険にご加入の皆さんへ
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八
女
市
星
野
村
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
、「
八
女
星
の
ま
つ
り

２
０
２
４
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

１
日
目
は
ｗ
ａ
ｉ
ｗ
ａ
ｉ
む
ら
ま
つ
り
と
称
し
て
地
元
団
体
に

よ
る
歌
や
踊
り
、
太
鼓
の
演
奏
な
ど
の
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
、
２
日
目
は
、九
州
和
太
鼓
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催
し
ま
す
。

九
州
和
太
鼓
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
九
州
各
県
の
著
名
な
太
鼓
団

体
が
一
堂
に
会
す
る
数
少
な
い
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　

会
場
で
は
、
お
い
し
い
お
茶
の
淹
れ
方
コ
ー
ナ
ー
や
木
工
体
験
・

太
陽
観
望
会
な
ど
の
体
験
ブ
ー
ス
、
ヤ
マ
メ
の
塩
焼
・
だ
ご
汁
・

唐
揚
げ
・
焼
き
そ
ば
な
ど
の
バ
ザ
ー
コ
ー
ナ
ー
、
お
茶
・
椎
茸
・

野
菜
な
ど
の
村
自
慢
の
特
産
品
を
販
売
し
ま
す
。

　

ま
た
、会
場
内
で
は
、『「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」
連
合
物
産
展
』

も
開
催
し
、「
熊
本
県
南
小
国
町
」
か
ら
も
ご
出
店
い
た
だ
き
ま
す
。

名
称
：
第
37
回
八
女
星
の
ま
つ
り

　
　
　

第
32
回
九
州
和
太
鼓
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

日
時
：
令
和
６
年
11
月
16
日（
土
）
11
時
45
分
～
16
時　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

17
日（
日
）
９
時
40
分
～
16
時
30
分

場
所
：
星
の
ふ
る
さ
と
公
園　

平
和
の
広
場

　
　
　
（
福
岡
県
八
女
市
星
野
村
１
０
８
１
６
―
５
）

問
い
合
わ
せ
：
八
女
星
の
ま
つ
り
実
行
委
員
会

　
　
　
　
　
　
（
星
野
支
所
地
域
振
興
係
）

　
　
　
　
　
　

☎
０
９
４
３（
５
２
）３
１
１
２　

美しい村を探す～九州・沖縄～
福岡県　八女市星野村

詳
細
は

こ
ち
ら
⬇

〈
川
柳
〉

夜
神
楽
は
父
の
太
鼓
で
舞
う
子
ら
よ　
　
　

牛
島　

世
雪

〈
俳
句
〉

大
空
へ
巣
立
ち
燕
の
可
愛
さ
よ　
　
　
　
　

法　
　
　

水

【
句
意
】
カ
ラ
ス
に
二
度
も
巣
を
こ
わ
さ
れ
ま
し
た
が
、
同
じ
所
に
三
度
目
無
事
に
巣
立
ち
し
ま

し
た
。は
る
ば
る
と
日
本
ま
で
や
っ
て
来
て
立
派
に
育
て
上
げ
た
つ
ば
め
さ
ん
に
感
動
し
ま
し
た
。

文
化
の
日
我
が
誕
生
日
祝
二
重　
　
　
　
　

佐
藤　

浪
子

【
句
意
】
私
は
11
月
３
日
で
92
歳
に
な
り
ま
し
た
。
祝
日
が
誕
生
日
と
い
う
事
と
こ
れ
ま

で
生
き
て
こ
ら
れ
た
事
に
感
謝
し
た
気
持
ち
で
す
。

川
風
の
涼
し
水
音
ま
た
涼
し　
　
　
　
　
　

北
里　

典
子

【
句
意
】
久
し
ぶ
り
に
川
へ
遊
び
に
行
っ
た
。
浅
瀬
の
冷
た
い
水
に
足
を
つ
け
た
。
痛
く
な

る
程
だ
っ
た
。
特
に
暑
い
夏
の
一
日
堰
を
落
ち
る
水
の
音
も
自
然
の
中
で
癒
し
て
く
れ
た
。

錦
秋
の
八
事
天
道
そ
ら
青
し　
　
　
　
　
　

松
嶋　

五
月

鎮
守
森
清
む
る
前
に
秋
の
蝶　
　
　
　
　
　

北
里
里
恵
子

夫
偲
ぶ
七•

七
日
の
叔
母
の
秋　
　
　
　
　

北　
　

千
鶴

夏
雲
沸
く
や
芽
葺
き
の
停
留
所　
　
　
　
　

平
野
た
か
子

葛
垂
れ
て
治
山
工
事
を
丸
呑
す　
　
　
　
　

宅
野　

晴
美

広
報
き
よ
ら
の
「
町
民
文
芸
」
に
掲
載
す
る
俳
句
・
短
歌
・
肥
後
狂
句
な
ど
多
く
の
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
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「農地」の貸付・売却希望申出状況（令和６年10月現在）
　南小国町農業委員会では、農地の貸付・売却希望申出書の受付を行っております。定期的に申出状
況を本広報誌及びケーブルテレビでお知らせすることとしております。農地の有効利用に関し町民の
皆様のご理解・ご協力を宜しくお願い致します。

■赤馬場
集落名 申出者数 筆　数 面　積
馬　場 3 名 9 筆 8,793㎡
千光寺 1 名 1 筆 2,606㎡

■満願寺 ■中　原
集落名 申出者数 筆　数 面　積 集落名 申出者数 筆　数 面　積

岡倉・尾又 2 名 7 筆 6,573㎡ 中湯田 1 名 1 筆 2,720㎡
吉　原 1 名 6 筆 4,377㎡ 湯　田 2 名 6 筆 7,938㎡

矢ヶ部・小原 1 名 3 筆 6,049㎡ 滝　下 3 名 7 筆 13,011㎡
波居原 2 名 16 筆 11,041㎡ 瓜　上 1 名 3 筆 3,503㎡

荒倉・動目木 1 名 1 筆 2,370㎡

※集落名は事務局独自の区割表記となります。正確な所在及び貸借・売買の条件等につきましては、
お問い合わせください。

※上記情報はデータ作成日時点の情報となりますので、公表後に貸借・売買が成立している可能性が
ありますので予めご了承ください。

※非農家の方が農地を借り受け又は買い受ける場合、農地法等の法的要件を満たす必要があります。

■問い合わせ　南小国町農業委員会事務局（農林課）　☎（４２）１１４４

木材市況情報
阿蘇森林組合　南小国共販所　【第５４７回市（１０月７日開催）】

単位：円 /㎥

【杉丸太】 一般材
（直材）

一般材
（小曲材）

一般材
（大曲材）

4ｍ

4～9㎝ 200（本売）

10～13㎝ 510（本売） 480（本売）

14～16㎝ 15,800 14,000 10,000

18～22㎝ 13,900 12,900 10,500

24～28㎝ 13,400 12,900 11,000

30㎝上 13,900 12,600 11,000

3ｍ

4～9㎝ 100（本売）

10～13㎝ 300（本売）

14～16㎝ 12,800 11,500

18～22㎝ 12,800 10,500

24～28㎝ 13,600 8,000

30㎝上

【桧丸太】 一般材
（直材）

一般材
（小曲材）

一般材
（大曲材）

4ｍ

9～10㎝ 200（本売）

10～13㎝ 510(本売） 480(本売）

14～16㎝ 18,000 17,000 12,800

18～22㎝ 18,500 18,000 12,800

24～28㎝ 18,600 17,700 12,800

30～38㎝

40㎝上

【出荷材】 売上材積
（㎥）

売上金額
（円）

平均単価
（円）

杉 1612.441 18,306,480 11,353

桧 62.977 818,512 12,997

杉、桧 63.925 548,266 8,577

合　計 1,739 19,673,258 11,311

広報きよら 2024.11広報きよら 2024.11
22



お
知
ら
せ

募　

集

相　

談

講
演
・
講
習

寄　

附

令
和
７
年
南
小
国
町
「
二
十

歳
を
祝
う
会
」
の
開
催
に
つ

い
て

　

南
小
国
町
で
は
、
平
成
16
年

４
月
２
日
～
平
成
17
年
４
月

１
日
生
ま
れ
の
方
を
対
象
に

「
二
十
歳
を
祝
う
会
」（
旧
成
人

式
）
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

対
象
者
及
び
ご
家
族
の
方

で
、
出
欠
書
類
の
提
出
が
お
済

で
な
い
方
は
、
11
月
15
日（
金
）

ま
で
に
、
教
育
委
員
会
あ
て
に

書
類
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
事
前
に
出
席
申
込
を

さ
れ
な
い
場
合
は
、
入
場
で
き

ま
せ
ん
の
で
お
気
を
付
け
く
だ

さ
い
。

【
令
和
７
年
南
小
国
町
二
十
歳

を
祝
う
会
】

■
日
時　

令
和
７
年
１
月
３
日

■
受
付　

午
後
１
時
～

■
開
式　

午
後
１
時
30
分
～

■
場
所　

役
場 

き
よ
ら
ホ
ー
ル

■
問
い
合
わ
せ

教
育
委
員
会
事
務
局

☎（
４
２
）０
０
４
７

必
ず
チ
ェ
ッ
ク
最
低
賃
金
！

使
用
者
も
、
労
働
者
も

　

熊
本
県
最
低
賃
金
が
改
正
さ

れ
ま
し
た
。

時
間
額
９
５
２
円

（
令
和
６
年
10
月
５
日
か
ら
）

　

こ
の
最
低
賃
金
は
、
県
内
す

べ
て
の
事
務
所
、
労
働
者
に
適

用
さ
れ
ま
す
。

　

詳
し
い
お
問
い
合
わ
せ
は
、

熊
本
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金

室
ま
た
は
、
最
寄
り
の
労
働
基

準
監
督
署
に
お
尋
ね
く
だ
さ

い
。

■
問
い
合
わ
せ

熊
本
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

☎
０
９
６（
３
５
５
）３
２
０
２

電
話
で
の
海
産
物
の
押
し
売

り
に
よ
る
送
り
つ
け
商
法
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

　

高
額
な
海
産
物
を
一
方
的
に

送
り
付
け
ら
れ
る
ト
ラ
ブ
ル
が

多
発
し
て
い
ま
す
。
身
に
覚
え

の
な
い
会
社
か
ら
「
数
年
前
に

購
入
い
た
だ
い
た
海
産
物
を
今

年
も
お
送
り
し
ま
す
。」
と
電

話
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
き
っ

ぱ
り
断
り
、
商
品
が
届
い
て
も

受
取
拒
否
し
て
代
金
を
支
払
わ

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
で
お
困
り

の
際
は
、
熊
本
県
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

■
問
い
合
わ
せ

消
費
生
活
課
（
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
）

☎
０
９
６（
３
３
３
）２
３
０
８

バ
ス
・
電
鉄
電
車
を
ご
利
用

の
皆
様
へ
大
事
な
お
知
ら
せ

で
す
！

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
な
ど
の
タ
ッ

チ
決
済
導
入
～
全
国
交
通
系
Ｉ

Ｃ
カ
ー
ド
は
利
用
停
止
へ
～

く
ま
モ
ン
の
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
は
引

き
続
き
利
用
可
能
で
す
！

　

熊
本
の
バ
ス
事
業
者
（
熊
本

電
鉄
含
む
）
か
ら
の
お
知
ら
せ

で
す
。

　

11
月
中
旬
を
も
ち
ま
し
て
、

全
国
交
通
系
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
（
Ｓ

Ｕ
Ｇ
Ｏ
Ｃ
Ａ
・
Ｓ
ｕ
ｉ
ｃ
ａ
・

ｎ
ｉ
ｍ
ｏ
ｃ
ａ
な
ど
）
の
利
用

が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
く
ま

モ
ン
の
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
は
引
き
続

き
ご
利
用
可
能
で
す
。

　

来
春
よ
り
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
な
ど
に
よ
る
タ
ッ
チ
決
済
も

導
入
予
定
で
す
。

　

11
月
30
日（
日
）に
は
花
畑
広

場
に
て
「
公
共
交
通
利
用
促
進

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施
予
定

で
、
タ
ッ
チ
決
済
を
体
験
で
き

る
ブ
ー
ス
も
設
置
予
定
で
す
。

ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
！

■
問
い
合
わ
せ

共
同
経
営
推
進
室　

☎
０
９
６（
３
１
２
）０
５
８
８

放
送
大
学
入
学
生
募
集
の
お

知
ら
せ

　

放
送
大
学
は
、
４
月
入
学
生

を
募
集
し
て
い
ま
す
（
出
願
期

限
は
３
月
11
日
ま
で
）。

　

10
代
か
ら
90
代
の
幅
広
い
世

代
、
約
８
万
５
千
人
以
上
の

学
生
が
、
大
学
を
卒
業
し
た

い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い
な

ど
、
様
々
な
目
的
で
学
ん
で
い

ま
す
。

　

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴

史
・
文
学
・
情
報
・
自
然
科
学

な
ど
、
３
０
０
以
上
の
幅
広
い

授
業
科
目
が
あ
り
、
１
科
目
か

ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ

て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
放
送

大
学
熊
本
学
習
セ
ン
タ
ー（
☎

０
９
６（
３
４
１
）０
８
６
０
）

ま
で
ご
請
求
く
だ
さ
い
。
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お
知
ら
せ

募　

集

相　

談

講
演
・
講
習

寄　

附

み
つ
め
る
、
み
と
め
る

―
11
月
10
日
～
12
月
10
日
は

熊
本
県
人
権
月
間
で
す
―

　

人
権
を
よ
り
身
近

な
も
の
と
考
え
る

き
っ
か
け
を
つ
く
る

と
と
も
に
、
人
権
に

対
す
る
正
し
い
理
解

と
認
識
を
深
め
る
た

め
、
熊
本
県
人
権

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を

は
じ
め
と
し
て
、
パ

ネ
ル
展
、
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
・
講
演
会
・
研

修
会
な
ど
、
熊
本
県

や
各
市
町
村
に
よ
る
人
権
に
関

す
る
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
県
内

各
地
で
行
わ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

■
イ
ベ
ン
ト
情
報

Ｕ
Ｒ
Ｌ:

https://w
w
w.pref.kum

am
oto.

jp/soshiki/57/213021

二
次
元
コ
ー
ド
：

■
問
い
合
わ
せ

熊
本
県
人
権
同
和
政
策
課

☎
０
９
６（
３
３
３
）２
２
９
９

全
国
一
斉「
女
性
の
人
権
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間

　

熊
本
地
方
法
務
局
及
び
熊
本

県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で

は
、
女
性
に
関
す
る
相
談
を
専

門
に
受
け
付
け
る
全
国
一
斉

「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

強
化
週
間
を
実
施
し
ま
す
。

■
実
施
日
時
等

令
和
6
年
11
月
13
日（
水
）

　
　
　

～
11
月
19
日（
火
）

平
日

　

午
前
8
時
30
分
～
午
後
７
時

土
・
日

　

午
前
10
時
～
午
後
5
時

■
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

専
用
相
談
電
話

☎
０
５
７
０（
０
７
０
）８
１
０

■
相
談
内
容

　

夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴

力
（
Ｄ
Ｖ
）、
ス
ト
ー
カ
ー
行

為
に
よ
る
被
害
、
職
場
で
の
セ

ク
ハ
ラ
等
、
女
性
を
め
ぐ
る

様
々
な
人
権
問
題

■
そ
の
他

　

法
務
局
の
職
員
と
人
権
擁
護

委
員
が
相
談
に
対
応
し
、
秘
密

は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

　

な
お
、
熊
本
地
方
法
務
局
で

は
、
こ
の
期
間
以
外
に
も
、
平
日

の
午
前
8
時
30
分
か
ら
午
後
5

時
15
分
ま
で
、
同
じ
専
用
相
談

電
話
で
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

熊
本
地
方
法
務
局　

人
権
擁
護
課

☎
０
９
６（
３
６
４
）２
１
４
５

定
期
法
律
相
談

　

桜お
う
じ
ゅ樹

法
律
事
務
所
の
弁
護
士

に
よ
る
法
律
相
談
を
開
催
し
ま

す
。
相
談
を
ご
希
望
の
方
は
、

お
早
め
に
お
電
話
に
て
ご
予
約

く
だ
さ
い
。相
談
は
無
料
で
す
。

■
日
時　

11
月
15
日（
金
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～

■
場
所　

役
場 

会
議
室

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

町
民
課 

戸
籍
住
民
係

☎（
４
２
）１
１
１
３

※
役
場
の
定
期
法
律
相
談
は
、

毎
奇
数
月
（
１
，
３
，
５
，
７
，

９
，
11
月
）
の
年
計
６
回
を
予

定
し
て
お
り
ま
す
。

住
民
健
診
の
お
知
ら
せ

　

今
年
度
最
後
の
集
団
健
診
を

次
の
日
程
で
実
施
し
ま
す
。

■
健
診
日　

11
月
13
日（
水
）

■
健
診
会
場

　

役
場 

き
よ
ら
ホ
ー
ル

■
受
付
時
間

　

午
前
８
時
～
午
前
10
時
50
分

　

健
診
の
申
し
込
み
を
さ
れ
た

方
に
対
し
て
、
青
色
の
封
筒
で

書
類
を
す
で
に
送
付
し
て
い
ま

す
。
お
手
元
に
届
い
て
い
る
封

筒
を
開
封
し
、
ご
自
分
の
受
付

時
間
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
受
付
時
間
の
変
更
を

ご
希
望
の
方
は
、
健
診
実
施
機

関
で
あ
る
熊
本
県
総
合
保
健
セ

ン
タ
ー
（
☎
０
９
６（
３
６
５
）

２
５
１
１
、
受
付
時
間
：
平
日

午
前
９
時
～
午
後
４
時
）
へ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
受
診
項
目
の

変
更
は
、
健
診
当
日
で
も
可
能

で
す
。

　

ま
た
、
健
診
申
し
込
み
を
し

て
い
る
方
で
、
書
類
が
お
手
元

に
届
い
て
い
な
い
場
合
や
転
入

さ
れ
た
方
で
受
診
を
希
望
さ
れ

る
場
合
は
、役
場　

町
民
課（
☎

（
４
２
）１
１
１
３
）
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

休
日
在
宅
医

　

休
日
中
、
も
し
具
合
が
悪
く

な
っ
た
り
け
が
を
し
た
時
は
、

次
の
医
療
機
関
を
受
診
で
き

ま
す
。

　

次
の
こ
と
に
注
意
し
て
受
診

し
て
く
だ
さ
い
。

●
予
定
が
変
更
に
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
、
受
診
さ
れ

る
前
に
必
ず
、
医
療
機
関
に

電
話
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
当
番
科
目
以
外
の
ご
相
談

は
、
直
接
医
療
機
関
に
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

●
受
診
さ
れ
る
場
合
は
、
必
ず

保
険
証
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。保
険
証
が
な
い
場
合
は
、

実
費
診
療
に
な
り
ま
す
。

11/17(日)
～12/8(日) 小国公立病院 ☎46-3111 内科、外科、整形外科

11/17(日) 問端内科 ☎32-0102 内科

 11/23(土) 小野主生医院※ ☎32-0039 内科、眼科

11/24(日) たくもと小児科クリ
ニック ☎34-2202 小児科

12/1(日) 市原胃腸科外科 ☎34-1211 内科、外科

12/8(日) 松見内科クリニック ☎22-0260 内科、小児科

※この日のみ「眼科」の診療はありません

熊本県人権啓発
キャラクター

コッコロ

広報きよら 2024.11広報きよら 2024.11
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保
育
園
入
園
説
明
会
の
ご
案

内
　

南
小
国
町
立
保
育
園
の
来
年

度
入
園
説
明
会
を
次
の
と
お
り

開
催
し
ま
す
。

　

説
明
会
で
は
、
各
申
請
書
等

の
書
き
方
や
添
付
書
類
の
こ

と
、
町
の
子
育
て
情
報
な
ど
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

３
回
と
も
同
じ
内
容
で
す
。

定
員
15
名
の
予
約
制
で
す
の

で
、
ご
希
望
の
お
時
間
を
事
前

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
定
員
に

達
し
次
第
締
め
切
り
ま
す
の

で
、
ご
希
望
の
お
時
間
に
添
え

な
い
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。

■
説
明
会
日
程

　

11
月
18
日（
月
）

　
（
１
回
目
）午
前
10
時
～

　
（
２
回
目
）午
後
１
時
30
分
～

　
（
３
回
目
）午
後
３
時
～

■
会
場

　

元
気
プ
ラ
ザ
中
原

■
そ
の
他

☆
年
度
途
中
入
園
を
ご
希
望
の

方
は
今
回
の
受
付
期
間
に
申

し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

☆
入
園
基
準
に
該
当
し
て
い
て

も
各
園
の
定
員
等
に
よ
り
入

園
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま

す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

☆
保
育
料
は
税
額
に
応
じ
た
階

層
区
分
に
よ
り
算
定
し
ま
す
。

保
育
園
の
入
園
申
込
み
に
つ

い
て

　

来
年
度
の
南
小
国
町
立
保
育

園
の
入
園
申
し
込
み
を
次
の
と

お
り
受
け
付
け
ま
す
。

　

な
お
、
在
園
児
に
つ
い
て
は
、

現
在
利
用
し
て
い
る
園
を
通

じ
、
関
係
書
類
を
配
付
し
ま
す
。

■
受
付
期
間

　

11
月
22
日（
金
）

～
12
月
20
日（
金
）

■
申
込
先
（
申
込
書
・
各
園
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
も
備
え
て
あ

り
ま
す
。）

　

・
役
場
福
祉
課
保
育
児
童
係

　

・
町
内
各
保
育
園

■
保
育
園
一
覧

　

市
原
保
育
園
（
定
員
90
名
）

　
　

☎（
４
２
）０
１
３
５

　

中
原
保
育
園
（
定
員
20
名
）

　
　

☎（
４
２
）１
４
５
３

　

黒
川
保
育
園
（
定
員
30
名
）

　
　

☎（
４
４
）０
１
５
０

■
問
い
合
わ
せ

福
祉
課 

保
育
児
童
係

☎（
４
２
）１
１
１
７

社
協
へ
の
ご
寄
附
の
お
礼

　

故
人
の
香
典
返
し
と
し
て
、

多
額
の
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
と
と
も
に
故
人
の
ご
冥
福

を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

室
原　

親
人
様

矢
津
田
上

（
故
）
誠
一　

様

河
津　

俊
弘
様

陣
の
前

（
故
）
タ
ズ　

様

北
里　

貴
司
様

田
の
原

（
故
）
民
夫　

様

加
賀
タ
ズ
子
様

竹
の
熊

（
故
）
育
輔　

様

荒
井　

篤
實
様

小　

田

（
故
）
惠
美　

様

佐
藤　

亨

様

落　

見

（
故
）
鼎　
　

様

（
10
月
10
日
ま
で
の
受
付
分
）

　

ま
た
、
一
般
寄
附
と
し
て
、

次
の
方
よ
り
多
額
の
ご
寄
附
を

賜
り
ま
し
た
。

　

立
𦚰　

良
基　
様　

白
川

　

立
𦚰　

由
紀　
様　

白
川

　

皆
さ
ま
の
お
志
に
添
い
ま
す

よ
う
有
意
義
に
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

南
小
国
町
社
会
福
祉
協
議
会

戸
籍
の
窓

は
じ
め
ま
し
て
赤
ち
ゃ
ん

９
／
９
生

平ひ
ら
の野　

立り
つ
き起

く
ん

（
父
）賢･

（
母
）由
利

中
杉
田

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

９
／
19

室
原
誠
一
93
矢
津
田
上

９
／
23

河
津
タ
ズ
100
陣
の
前

10
／
２

荒
井
惠
美
97
小　

田

10
／
11

室
原
正
吾
89
矢
津
田
下

※
掲
載
を
希
望
さ
れ
た
人
の
み
掲
載（
敬
称
略
）

先
月
の

リ
ベ
ン
ジ
ラ
ヨ
！

木
々
も
色
づ
き

秋
の
終
わ
り
も

近
い
ん
ラ
ヨ

今
回
こ
そ
は

秋
の
美
味
を

見
つ
け
る
ん
ラ
ヨ

こ
ん
な
に

採
れ
た
ん
ラ
ヨ

問
題
は…

大
成
功
‼

日
が
落
ち
る
の
が

こ
ん
な
に
早
く

な
っ
て
た
ん
ラ
ヨ

日
が
落
ち
る
の
が

こ
ん
な
に
早
く

な
っ
て
た
ん
ラ
ヨ

み…

み
ん
な
は

早
め
の
帰
宅
を

心
が
け
る
ん
ラ
ヨ…

ききあ
き
あ
き

ち
か
ち
か

おお

ぎぎ

い
ろ
い
ろ

こ
ん
か
い

こ
ん
か
い

あ
き
あ
き

びび

みみ

みみせ
ん

　
　げ
つ

せ
ん

　
　げ
つ

だ
い

　
　せ
い

　
　こ
う

だ
い

　
　せ
い

　
　こ
う

とと

も
ん

　だ
い

も
ん

　だ
い

ひひ

おお

は
や
は
や

は
や
は
や

こ
こ
ろ

こ
こ
ろ

き

　
　た
く

き

　
　た
く

も
っと
も
っと

し
か
し
…

し
か
し
…

町の人口
（９月末現在）

世帯数　1,879世
帯

（ー７）〈＋28〉
　男　　1,822人

（　０）〈ー32〉
　女　　1,997人

（ー１）〈ー18〉
　計　　3,819人

（ー１）〈ー50〉
※（ ）は前月比、〈 〉は前年同月比

お
知
ら
せ

募　

集

相　

談

講
演
・
講
習

寄　

附

25
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南
小

国
町

広
報

誌
【

編
集

・
発

行
】

南
小

国
町

役
場

 ま
ち

づ
く

り
課

〒
869-2492

熊
本

県
阿

蘇
郡

南
小

国
町

大
字

赤
馬

場
143

番
地

【
TEL】

0967(42)1171【
FA

X】
0967(42)1122

広
報

き
よ

ら
 N

o.732

1 2 3
▼消費生活相談

▼消費生活相談

▼消費生活相談

▼消費生活相談

▼消費生活相談

▼消費生活相談

▼消費生活相談

▼消費生活相談

4 5 6 7

8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

29 30 31 1 2 3 4

穴井 結晴  ちゃん父 将也さん

05.10.11 生まれ 杉田下

あない　　ゆは

樹里さん母

※希望者のみ掲載

10

結晴ちゃん１歳のお
誕生日おめでとう☆
パパとママの子ども
に生まれてきてくれ
てありがとう♡

12

ジョブカフェ・
阿蘇ブランチ

■さくら荘カフェ

■乳児健診 ■出張年金相談

月 

■５歳児健診
午後１時１５分～
役場　別館２階

教育委員会事務局　☎(42)0047
■第 19 回きよら人権デー
午前９時～
きよらホール
■二十歳を祝う会
午後１時３０分～
きよらホール

社会福祉協議会　☎(42)1501
■さくら荘カフェ  
午後１時３０分
さくら荘
■にじいろ＆つなぎ
　　　　　フリースペース
午前１０時～
小国町社会福祉協議会

■出張就職相談

福祉課
■出張就職相談  ☎0967(22)8178
　ジョブカフェ・阿蘇ブランチ
午後１時３０分～午後４時
役場会議室

総務課　☎(42)1112
▼消費生活相談  
午前９時～午後４時
毎週火曜日 小国町
毎週木曜日 南小国町

町民課　☎(42)1113
■出張年金相談  
午前１０時～午後３時 
おぐに町民センター
※要予約  熊本東年金事務所
■乳児健診  
午後１時１５分～  
おぐに町民センター
■３歳児健診
午後１時１５分～
おぐに町民センター

■にじいろ＆つなぎ

　フリースペース

■３歳児健診

■５歳児健診

父 建成さん

沙織さん母

りょうくんの笑顔を
見るだけで、家族み
んな毎日幸せだよ。
これからもたくさん
の笑顔と成長を見せ
てね♡

穴井 遼成  くん

05.10.31 生まれ 脇戸
あない　りょうせい

消防団年末警戒

消防団年末警戒 消防団年末警戒 ■二十歳を祝う会

■第 19 回
　きよら人権デー


